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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

北
米
最
大
の
ア
ジ
ア
系
映
画

祭
で
あ
る
第
24
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭
（
Ｎ
Ｙ

Ａ
Ｆ
Ｆ
）
は
今
年
で
24
回
を
数

え
、
11
日
か
ら
リ
ン
カ
ー
ン
・

セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
に
開

催
さ
れ
て
い
る
。閉
幕
は
27
日
。

　

毎
年
、
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
人

気
俳
優
や
映
画
監
督
な
ど
が
ゲ

ス
ト
と
し
て
招
か
れ
、
映
画
祭

を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
て
い

る
。
今
年
は
、
マ
ー
ク
・
ギ
ル

監
督
の
「Ravens 

レ
イ
ブ
ン

ズ
」
で
伝
説
の
写
真
家
・
深
瀬

昌
久
を
演
じ
た
浅
野
忠
信
氏

（
51
）
が
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
招

待
さ
れ
た
。

　

浅
野
氏
は
、
今
年
開
催
さ
れ

た
第
82
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ロ

ー
ブ
賞
で
、
話
題
の
ド
ラ
マ

『SHOGUN 

将
軍
』
に
お
け
る

演
技
が
評
価
さ
れ
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
部
門
・
助
演
男
優
賞
を
受

賞
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

世
界
的
な
人
気
を
誇
る
日
本
人

俳
優
の
ひ
と
り
だ
。（
関
連
記

事
19
面
に
、
菊
楽
め
ぐ
み
、
写

真 ©Jeremy Li

）

浅
野
忠
信
主
演

レ
イ
ブ
ン
ズ
上
映

北
米
最
大
ア
ジ
ア
映
画
祭

第
24
回
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｆ
Ｆ
開
催

旅
行
者
に
２
５
０
ド
ル
課
金

「
ビ
ザ
整
合
性
手
数
料
」
名
目
で

米入国に手数料

に
値
上
げ
さ
れ
た
「
フ
ォ
ー
ム

Ｉ
ー
94
手
数
料
」
に
上
乗
せ
し

て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
手
数
料
は
、
ほ
と

ん
ど
の
旅
行
者
に
適
用
さ
れ
る

フ
ォ
ー
ム
Ｉ
ー
94
の
出
入
国
記

録
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
人

が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・
旅
行
者
が
払
い
戻
し
を
受
け

る
に
は
、
ビ
ザ
保
持
者
は
「
無

許
可
の
就
労
を
認
め
な
い
」、

「
ビ
ザ
の
有
効
期
限
を
5
日
以

上
超
過
し
な
い
」
な
ど
の
条
件

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
払
い
戻

し
は
旅
行
ビ
ザ
の
有
効
期
限
が

切
れ
た
後
に
行
わ
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
最
近
制

定
し
た
「One Big Beautiful 

Bill Act

」
の
規
定
に
よ
る
と
、

米
国
へ
の
訪
問
者
は
「
ビ
ザ
整

合
性
手
数
料
」
を
支
払
う
必
要

が
あ
る
。
こ
の
料
金
は
、
入
国

に
非
移
民
ビ
ザ
を
必
要
と
す
る

す
べ
て
の
旅
行
者
に
適
用
さ
れ

る
。こ
の
新
し
い
法
律
に
よ
り
、

米
国
へ
の
訪
問
者
は
少
な
く
と

も
２
５
０
ド
ル
を
払
う
必
要
が

あ
り
、
他
の
ビ
ザ
料
金
に
上
乗

せ
さ
れ
る
と
い
う
が
、
こ
の
手

数
料
が
い
つ
か
ら
発
生
す
る
の

か
等
は
、
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

米
国
旅
行
協
会
の
広
報
担
当

者
が
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ベ
ル
に
語

っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の

新
要
件
の
詳
細
は
乏
し
く
、
そ

の
た
め
「
実
施
に
関
し
て
大
き

な
課
題
と
答
え
の
な
い
疑
問
」

が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ

ま
で
に
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は

次
の
通
り
。

・
同
料
金
は
、
２
０
２
４
年
10

月
1
日
か
ら
25
年
9
月
30
日
ま

で
の
会
計
年
度
中
は
少
な
く
と

も
２
５
０
ド
ル
と
な
る
。
し
か

し
国
土
安
全
保
障
省
長
官
は
、

こ
の
規
定
に
従
っ
て
料
金
を
よ

り
高
く
設
定
す
る
自
由
が
あ

る
。
そ
れ
以
後
は
イ
ン
フ
レ
調

整
さ
れ
る
。

・
ビ
ザ
整
合
性
手
数
料
は
、
観

光
客
、
ビ
ジ
ネ
ス
旅
行
者
、
留

学
生
な
ど
、
非
移
民
ビ
ザ
を
必

要
と
す
る
す
べ
て
の
訪
問
者
に

適
用
さ
れ
る
。
料
金
は
ビ
ザ
発

給
時
に
支
払
わ
れ
、
ビ
ザ
申
請

が
却
下
さ
れ
た
場
合
は
請
求
さ

れ
な
い
。

・
こ
の
料
金
は
他
の
ビ
ザ
料
金

に
代
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
通

常
の
ビ
ザ
料
金
を
含
む
他
の
料

金
に
「
追
加
」
さ
れ
る
。

・
さ
ら
に
、
こ
の
手
数
料
は
、

One Big Beautiful Bill Act

に
よ
っ
て
6
ド
ル
か
ら
24
ド
ル

　

総
務
省
に
よ
る
と
第
27
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
に
伴
い
前

倒
し
で
実
施
さ
れ
た
在
外
投
票

の
投
票
者
数
は
、
選
挙
区
選
挙

が
２
万
７
０
１
１
人
、
比
例
代

表
選
挙
が
２
万
７
１
６
０
人
だ

っ
た
。
７
月
20
日
時
点
の
在
外

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は

10
万
４
３
１
人
で
、
投
票
率
は

選
挙
区
選
挙
が
26
・
9
％
、
比

例
代
表
選
挙
が
27
％
と
な
っ

た
。
各
在
外
公
館
調
べ
の
投
票

者
数
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
館
が
８
４
５
人
と
全
米
の

在
外
公
館
で
は
ト
ッ
プ
で
、
内

訳
は
小
選
挙
区
が
８
３
２
人
、

比
例
代
表
が
８
４
４
人
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
在
外
選
挙
人
登

録
者
数
は
４
７
６
０
人
で
投
票

率
は
17
・
75
％
だ
っ
た
。

　

全
世
界
で
見
る
と
タ
イ
が

１
４
０
６
人
と
最
も
多
く
、
２

位
が
英
国
で
１
２
２
４
人
、
フ

ラ
ン
ス
が
１
０
１
９
人
で
３
番

目
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
８
８
４

人
で
４
番
目
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
世
界
の
在
外
公
館
で
５
番
目

に
投
票
者
が
多
か
っ
た
。
米

国
内
で
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
が

６
１
０
人
と
全
世
界
で
７
番

目
、
米
国
内
で
は
２
番
目
に
多

か
っ
た
。
日
本
国
内
集
計
の
投

票
率
は
郵
便
投
票
と
一
時
帰
国

時
に
お
け
る
投
票
者
数
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　

昨
年
第
50
回
衆
院
選
で
の
在

外
選
挙
人
名
簿
登
録
者
総
数
は

９
万
５
４
７
２
人
で
投
票
し
た

の
は
約
１
万
７
４
０
３
で
投
票

率
は
18
・
23
％
だ
っ
た
こ
と
を

み
る
と
、
昨
年
10
月
か
ら
、
選

挙
人
登
録
者
数
が
４
９
５
９
人

増
え
、
世
界
的
に
在
外
選
挙
投

票
率
が
上
昇
し
、
今
回
の
参
議

院
議
員
選
挙
が
海
外
か
ら
も
高

い
関
心
を
持
っ
て
在
外
投
票
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
り
「
在
外
選

挙
は
投
票
率
が
低
い
」
と
い
う

認
識
を
翻
す
結
果
と
な
っ
た
。　
　

（
関
連
記
事
５
面
に
）

参
院
選
在
外
選
挙

Ｎ
Ｙ
８
４
５
人
が
投
票

NYFAAの記者会見でマーク・ギル監督（左）と俳優・浅野忠信（20日、リンカーンセンターで）
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カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
聴
衆
魅
了

医
療
従
事
者
の
Ｊ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｎ
Ｙ
公
演

演奏終了後に山﨑国連大使夫妻、NY総領事の森大使から
慰労の言葉をかけられる演奏者たち

　

日
本
の
医
療
従
事

者
を
中
心
に
構
成
さ

れ
た
交
響
楽
団
「
Ｊ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
18
日

夜
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
定

員
２
７
９
０
）
で

行
わ
れ
、
５
階
バ

ル
コ
ニ
ー
席
ま
で

２
７
５
１
席
以
上
を

埋
め
る
ほ
ぼ
満
席
の

観
客
を
魅
了
し
た
。

医
学
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
活
か
し
、

音
楽
を
通
し
て
社
会

に
良
い
影
響
を
与
え

る
た
め
の
地
域
社
会

へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
と
し
て
の
初
の

海
外
公
演
は
大
成
功

を
収
め
た
。

　

Ｊ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

総
勢
１
０
１
人
に
よ

る
エ
ル
ガ
ー
作
曲
の
行
進
曲

「
威
風
堂
々
」
第
１
番
で
始
ま

っ
た
演
奏
は
、
前
半
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
作
曲　

ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
５
番
「
皇
帝
」、

ピ
ア
ノ
仲
道
郁
代
、
後

半
は
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作

曲　

交
響
曲
第
９
番

「
新
世
界
よ
り
」、
ア
ン

コ
ー
ル
と
し
て
シ
ベ
リ

ウ
ス
作
曲
交
響
詩
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
が

披
露
さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
デ
ィ
ア
の
合
唱
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
日

系
合
唱
団
有
志
メ
ン
バ

ー
60
人
が
担
当
し
た
。

指
揮
は
柳
澤
寿
男
。
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

は
、
桐
朋
学
園
芸
術
短

期
大
学
特
任
教
授
の
バ

イ
オ
リ
ン
奏
者
、
志
村

寿
一
。
司
会
は
元
フ
ジ

テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
坂
本
祐
祈
さ
ん
が
務

め
た
。

　

実
行
委
員
長
の
宮
坂

厚
弘
氏
は
「
こ
ん
な
に
大
勢
の

皆
さ
ん
が
来
て
い
た
だ
け
る
と

は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
準
備
は
大
変
で
し
た
け
ど

自
分
た
ち
で
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
や
り
遂
げ
た
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
感
無

量
の
面
持
ち
。

　

指
揮
し
た
柳
澤
氏
は
「
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
や
れ
た
こ
と

は
音
楽
家
と
し
て
光
栄
な
こ

と
。
医
療
従
事
者
の
演
奏
家
の

皆
さ
ん
も
お
医
者
様
な
の
で
急

患
が
入
っ
た
り
し
て
大
変
で
し

た
が
、
社
会
的
な
意
味
の
あ
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
と
思
い
ま

す
」
と
公
演
後
に
感
想
を
述
べ

た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
仲
道
さ
ん

は
「
医
療
と
共
に
音
楽
に
携
わ

る
方
々
の
想
い
が
音
に
な
り
コ

ン
サ
ー
ト
で
ご
一
緒
で
き
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
伝
統
と
歴

史
に
特
別
な
思
い
を
持
っ
た
」

と
語
る
。
ピ
ア
ノ
は
Ｎ
Ｙ
五
番

街
の
ヤ
マ
ハ
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
が
特
別
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
に
運
び
込
ま
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

大
使
は
「
音
楽
と
し
て
の
素
晴

ら
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
皆

さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
心
を
一

つ
に
す
る
た
め
に
楽
し
い
音
楽

を
奏
で
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
を
私
自
身
と
て
も
感
激

し
、
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
し
て
い

る
人
た
ち
と
共
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し

い
夜
だ
っ
た
」
と
感
想
を
語
っ

た
。

　

山
﨑
国
連
大
使
は
「
感
激
し

ま
し
た
。
人
間
の
美
し
い
面
が

全
開
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
本

当
に
国
境
を
超
え
て
素
晴
ら
し

い
芸
術
を
聞
け
て
、
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
国
境
を
超
え
て
美

し
い
も
の
に
触
れ
た
と
同
時

に
、
日
本
文
化
の
底
深
さ
と
い

う
も
の
も
感
じ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
」
と
話
し
て
い

た
。
一
般
観
客
か
ら
は
「
迫
力

が
あ
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
も
の
す
ご
く

練
習
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

出
演
者
も
聴
衆
も
一
つ
に
な
っ

て
、
日
米
の
文
化
交
流
に
尽
く

し
ま
し
た
」「
指
揮
者
と
演
奏

家
の
音
楽
に
対
す
る
真
剣
な
取

り
組
み
が
胸
を
打
つ
も
の
で
し

た
」
と
言
う
声
が
聞
か
れ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
無
料
公
演
で
行

わ
れ
た
。（
写
真
・
三
浦
良
一
）

入場者2751人でほぼ満席

　

ワ
ー
ル
ド
シ
ビ
ッ
ク
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
8
月
3
日
（
日
）
午

後
3
時
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス

ペ
ー
ス
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

２
５
３
７
番
地
）
で
創
立
15
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

同
交
響
楽
団
は
２
０
１
０
年
、

音
楽
の
力
を
借
り
一
体
と
な
っ

て
、
違
い
や
偏
見
を
乗
り
越
え

世
界
が
平
和
に
少
し
で
も
近
づ

く
様
に
と
の
願
い
か
ら
世
界
各

国
か
ら
の
ア
マ
チ
ュ
ア
、
プ
ロ

の
音
楽
家
達
が
集
ま
っ
て
創
設

さ
れ
た
。

　

今
回
の
ソ
リ
ス
ト
は
日
本
出

身
で
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
修

士
課
程
を
修
了
し
て
現
在
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
交
響
楽
団
の
チ
ェ
リ

ス
ト
で
あ
る
マ
ツ
オ
・
ヒ
ロ
と
、

同
じ
く
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院

修
士
課
程
を
卒
業
し
、
現
在
シ

ン
シ
ナ
シ
テ
ィ
交
響
楽
団
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
ス
テ
フ
ァ

ニ
・
マ
ツ
モ
ト
が
ブ
ラ
ー
ム
ス

作
曲
の
ダ
ブ
ル
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

を
演
奏
す
る
ほ
か
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
作
曲
の
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚

序
曲
、
シ
ョ
ー
ソ
ン
作
曲
交
響

曲
変
ロ
長
調
を
音
楽
監
督
、
指

揮
者
で
あ
る
ビ
ン
セ
ン
ト
・
コ

ウ
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
指
揮
者
の

マ
ツ
オ
・
ト
モ
が
リ
ー
ド
す
る
。

入
場
料
30
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
は

www.symphonyspace.org/
events

で
購
入
。
本
紙
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
10
組
を
ペ
ア

で
招
待
す
る
。
応
募
は
Ｅ
メ
ー

ルmillykoh@gmail.com 

に

７
月
28
日
ま
で
。

ワールド・シビック・オーケストラ
８月３日シンフォニー・スペースで

本紙読者ペアで10組ご招待

http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
https://goshikiprinting.com/
https://qbhouseusa.com/
http://www.symphonyspace.org/events
mailto:millykoh@gmail.com
mailto:millykoh@gmail.com
mailto:millykoh@gmail.com
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Ｎ
Ｙ
在
住
50
年
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
竹
田
あ
け
み
の
個
展 

FALLOUT SHELTER

「
核
シ

ェ
ル
タ
ー
」が
、８
月
11
日（
月
）

ま
で
ナ
ガ
サ
キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
て
い
る

（
長
崎
市
松
が
枝
町
７
ー
15
・

入
場
無
料
）。
８
月
９
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
竹
田
が
自

身
の
作
品
や
制
作
姿
勢
に
つ
い

て
語
る
ほ
か
、
Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ジ
ャ

パ
ン
平
和
巡
礼
ツ
ア
ー
の
一
行

も
訪
れ
、
中
垣
顕
實
法
師
、
広

島
在
住
の
音
楽
家
・
原
田
真
二

氏
が
対
話
に
加
わ
る
。

　

竹
田
は
１
９
７
６
年
に
和
光

大
学
芸
術
学
部
卒
業
後
、
Ｎ
Ｙ

を
拠
点
に
写
真
・
版
画
・
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
な
ど
の
創
作
活
動
を

始
め
る
。
79
年
に
移
り
住
ん
だ

ソ
ー
ホ
ー
の
倉
庫
街
で
あ
ち
こ

ち
の
ビ
ル
に
貼
ら
れ
た
核
シ

ェ
ル
タ
ー
の
標
識
に
触
発
さ

れ
、
85
年
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
に
よ
る
フ
ォ
ト
コ
ラ
ー
ジ

ュ Fallout Shelter 

を
発
表
。

２
０
１
６
年
か
ら
Ｎ
Ｙ
で
の
年

次
展
「
ピ
ー
ス
展
」
や
「
反
原

発
展
」
に
出
品
、
独
自
の
技
法

で
表
現
し
て
き
た
。「
最
近
私

は
、
１
９
８
５
年
に
制
作
し
た

作
品 Fallout Shelter 

が
現
在

で
も
多
く
の
方
々
に
向
け
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
も
の

と
再
認
識
し
ま
し
た
。
被
爆
80

年
の
節
目
に
、
こ
の
長
崎
で
展

覧
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
」と
述
懐
す
る
。

詳
細
は
ナ
ガ
サ
キ
ピ
ー
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（www.nagasaki-

peacemuseum.com

）
ま
で
。

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
江

千
里
は
、
9
月
19
日
（
金
）
と

20
日
（
土
）
の
各
日
と
も
に
午

後
７
時
と
９
時
30
分
か
ら
の
2

セ
ッ
ト
で
、
恒
例
の
バ
ー
ド
ラ

ン
ド（
西
44
丁
目
３
１
５
番
地
）

で
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
開

催
す
る
。
5
年
目
の
今
年
は
さ

ら
な
る
進
化
を
遂
げ
た
演
奏
で

魅
せ
る
。
共
演
は
、
マ
ッ
ト
・

ク
ロ
ヘ
シ
ー
（
ベ
ー
ス
）
と
ロ

ス
・
ペ
ダ
ー
ソ
ン
（
ド
ラ
ム
）。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

歌
姫
ロ
ー
レ
ン
・
キ
ン
ハ
ン
を

迎
え
る
。
ロ
ー
レ
ン
は
、
大
江

が
唯
一
歌
詞
を
つ
け
た
ジ
ャ

ズ
ア
ル
バ
ム
『Answer July

』

で
歌
声
を
披
露
し
、
フ
ァ
ン
に

衝
撃
を
与
え
た
。
今
回
の
ラ
イ

ブ
は
、Answer July 

そ
の
後

の
千
里
ジ
ャ
ズ
を
描
く
。

　

大
江
は
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
読

者
の
皆
様
。
ア
ニ
ュ
ア
ル
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
っ
た
9
月
の
バ
ー

ド
ラ
ン
ド
。
今
年
は
素
晴
ら
し

い
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
、
ロ
ー
レ

ン
・
キ
ン
ハ
ン
を
迎
え
て
、
ト

リ
オ
と
共
に
お
送
り
し
ま
す
。

色
彩
豊
か
なSenri Jazz

の
世

界
に
ぜ
ひ
、
浸
り
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

　

入
場
料
は
35
ド
ル
46
セ
ン
ト

（
バ
ー
席
）、
45
ド
ル
76
セ
ン
ト

（
テ
ー
ブ
ル
席
）。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

birdlandjazz.com

を
参
照
。

NY在住のアーティスト竹田あけみ
長崎で「核シェルター」展

ゲ
ス
ト
に
ロ
ー
レ
ン
・
キ
ン
ハ
ン

ジャズピアニスト大江千里
バードランドでスペシャルライブ9月19日、20日

「
彩
色
豊
か
な
世
界
に

浸
り
に
来
て
下
さ
い
」

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ /Japanese American Budokan
 共催イベント「世界に誇る空手家、清水希容を迎えて」
 ■日時：8月 9日（土） 午後 7～ 8時
 ■参加費：会員：

$15/一般：$25/
 学生：$10（受付
で学生証の提示
要）

 東京オリンピック
「銀メダル」・空手
家の清水希容氏を
お迎えし、彼女の
これまでの歩み、空手に対する思い、そして未来
への展望について、モデレーターの五嶋龍氏によ
るインタビュー形式でお話しいただきます。また、
演武披露と Q&Aの時間も設けておりますので、ぜ
ひご参加ください。

■カルチャー講座「いけばな池坊 <初～上級 >
サマーセッション」

 ■開催日：8月 1日、8日．15日（金）
 ■クラス：10時クラス（10AM～ 12PM）、1時ク
ラス（1～ 3PM）、3時半クラス（3:30～ 5:30PM）

 ■受講料：$90（花材費別途 $105）
 野田典孝先生によるサマーセッション。いけばな
の根源である池坊の伝花、立花、生花をはじめ、 モ
ダンな自由花まで、いろいろなスタイルを季節の花
材を使用し学んでいきます。申込締切日 7/29（火）。
詳細・お申し込み：www.nipponclub.org/culture

■日本クラブWEBギャラリー 出展者を募集中
 日本クラブ WEB ギャラ
リー（https://nippongallery.
nipponclub.org/）では、伝
統的な工芸技術を継承する
芸術家から新進気鋭の現代
アーティストまで、幅広い
アートを世界の美術愛好家
やコレクターに紹介する機
会を提供しています。作品
の販売可。詳細は gallery@
nipponclub.org まで。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

常設アーティスト：清家正悟
「明日は一緒に歩こうね」

2021 オイルクレヨン 38x29cm

https://www.instagram.com/hi_collar/
http://shinbashi72.com/
https://www.takesushi.us/
http://www.easeny.com/
https://e-kaigo.net/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
http://jmart-usa.com/en/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nagasaki-peacemuseum.com
http://www.nagasaki-peacemuseum.com
http://www.nagasaki-peacemuseum.com
http://www.nipponclub.org/culture
https://nippongallery
mailto:212-581-2223%E3%80%80info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://www.birdlandjazz.com
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

ア
メ
リ
カ
の
永
住
権
は
、
ア

メ
リ
カ
に
永
住
を
希
望
し
て
、

申
請
が
許
可
さ
れ
た
人
に
発
行

さ
れ
ま
す
。
現
行
移
民
法
で
は

１
年
以
上
ア
メ
リ
カ
外
に
移
民

局
の
許
可
な
く
滞
在
し
た
場

合
、
永
住
権
は
放
棄
し
た
と
見

做
さ
れ
ま
す
。
以
前
は
半
年
ぐ

ら
い
の
ア
メ
リ
カ
外
の
滞
在
で

し
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
入
国
時
に

移
民
局
審
査
で
そ
れ
ほ
ど
質
問

さ
れ
た
り
し
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
は
長
時
間
質
問
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
中

に
は
、
質
問
に
返
答
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
理
由
で
ア
メ
リ
カ

入
国
を
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
話

し
も
聞
い
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
よ
う
な
方
々
か
ら
の
質
問

ア
メ
リ
カ
の
永
住
権
保
持
者
が

長
期
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
に
滞
在
す
る
方
法

時
は
審
査
官
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
を
没
収
さ
れ
た
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
日
本
に
滞
在
し
て
お
り
８

月
中
旬
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻

る
予
定
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ

ろ
し
い
で
す
か
？
何
か
事
前
に

準
備
し
た
方
が
良
い
こ
と
が
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
返
答
」
ま
ず
今
回
空
港
の
移

民
局
審
査
官
に
、
ど
の
く
ら
い

ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て
い
た
か
、

と
い
う
質
問
と
と
も
に
ア
メ
リ

カ
で
の
住
所
を
聞
か
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
に
Ｓ
さ
ん
の

お
子
さ
ん
の
住
所
を
知
ら
せ
る

か
、
ご
友
人
の
住
所
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
今
後
も
長

期
間
日
本
に
行
か
れ
る
ご
予

定
で
し
た
ら
、
今
回Reentry 

Permit

（
リ
エ
ン
ト
リ
ー
・
パ

ー
ミ
ッ
ト
）
を
申
請
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
リ
エ
ン
ト

リ
ー
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
と
は
再
入

国
許
可
証
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。
再
入
国
許
可
証
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
型
の
小
さ
な
冊
子
で
、

２
年
間
ア
メ
リ
カ
に
一
度
も
入

国
し
な
く
て
も
永
住
権
を
保
持

で
き
る
も
の
で
す
。

　

申
請
方
法
は
、
移
民
局
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
サ
イ
ト
（https://

www.uscis.gov/i-131

）
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
請
料

は
現
時
点
で
６
３
０
ド
ル
で
す 

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
こ
の
申
請
書
を
提

出
す
る
と
き
に
ア
メ
リ
カ
国
内

に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
日
本
や
ア
メ
リ
カ
国
外

か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
の
申

請
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
書
類
提
出
後
、
約
１
か

月
ぐ
ら
い
でBiometrics (

生

体
情
報
摂
取)

の
知
ら
せ
を
受

け
取
り
ま
す
。
知
ら
せ
を
受
け

取
っ
た
な
ら
ば
指
定
の
移
民
局

に
出
向
き
生
体
情
報
を
摂
取
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
数
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
生
態

情
報
は
以
前
に
登
録
さ
れ
て
い

る
も
の
を
使
用
す
る
の
で
、
再

取
得
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う

知
ら
せ
を
移
民
局
か
ら
受
け
取

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
に

滞
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
最
初
の
申
請
時
だ
け
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
許
可
証
は
、
申
請
後
約

１
年
半
か
ら
２
年
ぐ
ら
い
で
、

ア
メ
リ
カ
国
内
の
所
定
の
住
所

に
送
付
さ
れ
る
の
で
、
も
し
こ

の
間
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
さ
れ
て

い
な
い
の
で
し
た
ら
、
お
子
さ

ん
や
信
頼
の
置
け
る
方
の
住
所

を
気
付
け
と
し
て
申
請
書
に
記

入
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
そ
の

方
が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
そ
の
よ

う
な
方
が
い
な
い
と
い
う
場
合

は
、
私
ど
も
弁
護
士
に
依
頼
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ご
本
人

の
代
理
で
申
請
書
を
出
し
、
リ

エ
ン
ト
リ
ー
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
を

受
領
し
て
日
本
の
ご
自
宅
に
送

付
い
た
し
ま
す
。（
加
藤
恵
子

／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

の
一
つ
を
取
り
上
げ
ま
す
。

「
質
問
」
私
（
Ｓ
）
は
、
30
年

前
に
永
住
権
を
取
得
し
ま
し

た
。
今
ま
で
、
親
の
介
護
や
仕

事
の
都
合
で
日
本
に
１
年
間
の

う
ち
６
か
月
以
上
、
長
い
時
は

１
年
近
く
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
て

い
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
入
国
時
に
問
題
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老

後
は
日
本
に
住
む
こ
と
を
希
望

し
て
お
り
、
昨
年
長
く
住
ん
で

い
た
家
も
売
り
ま
し
た
。た
だ
、

子
供
た
ち
も
ア
メ
リ
カ
で
育

ち
、
孫
に
も
会
い
た
い
の
で
永

住
権
を
手
放
す
こ
と
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
最
近
、
新
聞
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
永
住
権
保
持
者

で
も
入
国
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ひ
ど
い

　

Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
は
18
日
、

深
夜
ト
ー
ク
番
組
「
ザ
・
レ
イ

ト
シ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ズ
・
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
・
コ
ル
ベ
ア
」
の
放
送

を
来
年
５
月
に
終
了
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
司
会
の
コ
メ
デ

ィ
ア
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
コ

ル
ベ
ア
氏
（
61
）
は
３
日
の
番

組
冒
頭
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
番
組

「
60
ミ
ニ
ッ
ツ
」
の
編
集
を
巡

る
訴
訟
で
、
親
会
社
の
パ
ラ
マ

ウ
ン
ト
・
グ
ロ
ー
バ
ル
社
が
１

日
に
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
に
１
６
０
０
万
ド
ル
を
支

払
う
決
定
を
し
た
こ
と
を
批
判

し
た
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
は
同
番
組
の

終
了
に
つ
い
て
、
番
組
内
容
で

は
な
く
資
金
的
な
理
由
と
説
明

し
て
い
る
。

　

昨
年
10
月
に
「
60
ミ
ニ
ッ

ツ
」
で
放
映
さ
れ
た
民
主
党
大

統
領
候
補
だ
っ
た
カ
マ
ラ
・
ハ

リ
ス
氏
と
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー

に
関
し
、
同
大
統
領
は
「
虚
偽

の
編
集
だ
」
と
し
て
パ
ラ
マ
ウ

ン
ト
を
相
手
に
名
誉
棄
損
で

１
０
０
億
ド
ル
の
訴
訟
を
起
こ

し
て
い
た
。
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
は

昨
年
７
月
、
映
画
製
作
会
社
ス

カ
イ
ダ
ン
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
同

社
を
事
業
統
合
で
買
収
す
る
こ

と
に
暫
定
合
意
し
て
い
た
。
し

か
し
合
併
に
は
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
規
制
当
局
の
承
認
が
必
要

で
、
コ
ル
ベ
ア
氏
は
夏
休
み
明

け
の
14
日
の
番
組
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
和
解
金
の
支
払
い
は

「
ビ
ッ
グ
・
フ
ァ
ッ
ト
・
ブ
ラ

イ
ブ
（
と
ん
で
も
な
い
賄
賂
）」

と
取
引
を
非
難
し
た
。
同
番
組

は
１
９
９
３
年
に
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ト
・
レ
タ
ー
マ
ン
氏
の
司
会
で

ス
タ
ー
ト
し
、「
ザ
・
デ
イ
リ

ー
・
シ
ョ
ー
」
の
司
会
を
務
め

て
い
た
コ
ル
ベ
ア
氏
が
15
年
に

引
き
継
い
だ
。
今
回
の
発
表
の

２
日
前
に
は
、
同
番
組
は
エ
ミ

ー
賞
の
ベ
ス
ト
・
ト
ー
ク
・
シ

リ
ー
ズ
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て

い
た
。
Ｃ
Ｂ
Ｓ
は
司
会
の
交
代

は
な
い
と
し
、
コ
ル
ベ
ア
氏

も
「
ザ
・
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
の
最

後
に
な
る
。
司
会
の
交
代
も
な

い
。す
べ
て
去
る
こ
と
に
な
る
」

と
話
し
た
。
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
社

と
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
幹
部
は
同
番
組
を

「
国
の
ツ
ァ
イ
ガ
イ
ス
ト
（
時

代
精
神
）
と
し
て
不
可
欠
」
と

称
賛
し
て
い
る
。

ザ
・
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
終
了

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
訴
訟

　

戸
田
充
広
氏
が
率
い
る
全
日

本
趣
味
起
業
協
会
が
、
29
日
か

ら
、
８
月
4
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
昨
年

に
続
き
3
度
目
の
「Echoes 

of Japan 

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア

ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト 

イ
ン 

Ｎ
Ｙ 

２
０
２
５
」
展
を
開
催
す
る
。

　
「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し

て
い
る
人
は
人
生
ま
る
ご
と
輝

い
て
い
る
」
と
い
う
理
念
の
も

と
、全
日
本
趣
味
起
業
協
会
は
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
「
趣

味
」「
特
技
」「
好
き
な
こ
と
」

を
活
か
し
た
起
業
・
副
業
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。

　

戸
田
代
表
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
18
年
間

に
約
３
０
０
０
人
、
１
８
０
種

以
上
の
趣
味
起
業
と
向
き
合

い
、
全
国
で
の
セ
ミ
ナ
ー
、
講

演
活
動
の
ほ
か
、
数
々
の
講
座

で
趣
味
起
業
家
を
育
て
続
け
て

い
る
。
著
書
は
『
副
業
ア
イ
デ

ア
逆
引
き
事
典
』『
の
ん
び
り

副
業
』『
趣
味
起
業
の
教
科
書
』

な
ど
14
冊
。
今
回
の
展
覧
会
で

は
、
同
協
会
に
所
属
す
る
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
作
家
や
画
家
、
造
形

作
家
ら
が
創
り
出
し
た
絵
画
か

ら
バ
ッ
グ
、
漫
画
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
日
本
の
ア
ー
ト
を
紹

介
。
ま
た
Ｎ
Ｙ
か
ら
の
ゲ
ス
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
平
野
内
美
穂 

、
深
谷
成
子 

、
マ
リ
ア
・
ク

ラ
ス 

が
参
加
す
る
。
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
８
月
１
日
（
金
）
午

後
６
時
か
ら
８
時（
参
加
無
料
）

で
、
日
本
人
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、

植
田
祐
嘉
子
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
（「
赤
と
ん
ぼ
」「
故
郷

(

ふ
る
さ
と)

」な
ど
） 

も
開
催
。

特技を活かす
起業家展NYで

　

10
月
20
日
ま
で
の
毎
月
第
３

月
曜
に
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
で

保
護
犬
の
無
料
譲
渡
会「
パ
ウ
・

プ
レ
イ
・
デ
イ
ズ
」
を
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
譲
渡
会
は
ウ
ェ

ル
ズ
・
フ
ァ

ー
ゴ
銀
行
が

提
供
す
る
無

料
地
域
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
・

ア
ッ
ト
・
ハ

ド
ソ
ン
ヤ
ー

ド
」
の
一
環

で
、
動
物
保

護
団
体
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
テ

ィ
と
ア
ニ
マ
ル
ヘ
イ
ブ
ン
が
菓

子
店
デ
ィ
ラ
ン
ズ
キ
ャ
ン
デ
ィ

バ
ー
と
提
携
し
、
保
護
犬
と
の

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
。　

　

同
地
区
内
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス

ク
エ
ア
＆
ガ
ー
デ
ン
ズ
の
会
場

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
話
を
聞

く
こ
と
も
で
き
、
ド
ッ
グ
フ
ー

ド
の
無
料
サ
ン
プ
ル
を
含
む
景

品
、
ル
ー
レ
ッ
ト
で
当
た
る
ペ

ッ
ト
犬
雑
貨
の
賞
品
、
地
元
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
犬
の
水
彩

画
、ゲ
ー
ム
な
ど
も
楽
し
め
る
。

ま
た
開
催
日
に
は
、
近
隣
の
グ

ル
メ
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
シ
ェ
イ
ク
シ
ャ
ッ
ク
が
犬
用

ス
ナ
ッ
ク
、
デ
ィ
ラ
ン
ズ
キ
ャ

ン
デ
ィ
バ
ー
は
商
品
を
15
％
引

き
で
販
売
す
る
。
開
催
時
間
は

午
後
５
時
か
ら
６
時
30
分
ま

で
。
詳
細
はhttps://www.

hudsonyardsnewyork.
com

/paw
-play-days-

hudson-yards

を
参
照
す
る
。

保
護
犬
の
無
料
譲
渡
会

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
象
徴
す
る

高
級
ホ
テ
ル
の
ウ
ォ
ル
ド
ル

フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
が
９
月
に
全

面
改
修
工
事
を
終
え
て
復
活
す

る
。
ロ
ビ
ー
内
装
も
見
事
に
修

復
さ
れ
、「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

ス
タ
イ
ル
を
蘇
ら
せ
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
壮
麗
な
公
共
ス
ペ

ー
ス
を
備
え
、
こ
の
ホ
テ
ル
の

伝
説
的
な
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い

姿
を
取
り
戻
し
た
。

　

ヒ
ル
ト
ン
が
運
営
す
る
ウ
ォ

ル
ド
ル
フ
の
公
共
部
分
は
広
大

で
、
建
物
の
半
分
以
上
が
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
に
改
装
さ
れ
、
過

去
に
１
４
０
０
室
あ
っ
た
客
室

は
３
７
５
室
に
削
減
さ
れ
た

が
、
旧
客
室
よ
り
も
は
る
か
に

広
く
な
っ
て
い
る
。
写
真
の
部

屋
は
一
泊
１
５
９
５
ド
ル
。

　

同
ホ
テ
ル
は
マ
リ
リ
ン
・
モ

ン
ロ
ー
、
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ

ー
、
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
、

世
界
中
の
王
族
を
歓
迎
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
、
ほ
ぼ
1
世
紀
に

わ
た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
祝

祭
の
象
徴
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、

２
０
１
７
年
に
閉
館
し
た
後
、

建
設
問
題
、
コ
ロ
ナ
禍
、
予
期

せ
ぬ
中
国
資
本
の
所
有
権
変
更

に
よ
り
、
再
オ
ー
プ
ン
が
大
幅

に
遅
れ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
ど
一
部
の
早
期
宿
泊

客
と
招
待
者
に
1
階
が
初
め
て

披
露
さ
れ
た
。
１
９
３
１
年
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ア
ー
ル

デ
コ
調
建
築
物
の
ア
イ
コ
ン
と

し
て
知
ら
れ
る
ウ
ォ
ル
ド
ル

フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
は
、
パ
ー
ク

街
と
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
の
間
に

あ
る
歴
史
的
建
造
物
指
定
の
ロ

ビ
ー
と
ピ
ー
コ
ッ
ク
・
ア
レ
ー
・

ラ
ウ
ン
ジ
も
美
し
く
磨
き
上
げ

ら
れ
た
姿
を
見
せ
て
い
る
。
東

49
丁
目
に
新
設
さ
れ
た
2
つ
の

豪
華
な
レ
ス
ト
ラ
ン
、
壮
麗
な

大
理
石
の
床
、
そ
し
て
歓
迎
的

な
ポ
ル
テ
・
コ
チ
ェ
ー
ル
入
り

口
が
、
ウ
ォ
ル
ド
ル
フ
を
、
最

近
の
過
去
に
お
け
る
色
あ
せ
た

観
光
客
で
賑
わ
う
宿
屋
か
ら
、

よ
り
高
い
次
元
へ
と
引
き
上
げ

て
い
る
。
19
世
紀
の
壁
画
や
他

の
内
装
の
詳
細
が
失
わ
れ
る
と

い
う
懸
念
は
払
拭
さ
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
建
築
家
ス
キ
ッ
ド

モ
ア
・
オ
ー
ウ
ィ
ン
グ
ス
・
ア

ン
ド
・
メ
リ
ル
と
、
イ
ン
テ
リ

ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ピ
エ
ー
ル
・

イ
ヴ
・
ロ
シ
ョ
ン
と
ジ
ャ
ン
・

ル
イ
・
デ
ニ
オ
が
、
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
保
存
委
員
会
の
厳
格
な
監

督
の
下
で
、
す
べ
て
が
丁
寧
に

修
復
さ
れ
た
。

　

作
曲
家
コ
ー
ル
・
ポ
ー
タ
ー

は
ウ
ォ
ル
ド
ル
フ
に
居
住
し
、

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
ヒ
ッ
ト
曲

「
エ
ニ
シ
ン
グ
・
ゴ
ー
ズ
」
を

こ
こ
で
作
曲
し
た
。
彼
の
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
は
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
ニ
コ
ラ
ス
・
オ
ー
ク

ウ
ェ
ル
が
手
掛
け
た
衣
装
を
身

に
着
け
た
ス
タ
ッ
フ
が
立
つ
ロ

ビ
ー
に
静
か
に
置
か
れ
て
い

る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
ホ
テ
ル
総

支
配
人
の
ル
イ
ジ
・
ロ
マ
ー
ニ

エ
ロ
の
特
別
な
誇
り
で
、
グ
ラ

マ
ー
シ
ー
・
タ
バ
ー
ン
の
シ
ェ

フ
、
マ
イ
ケ
ル
・
ア
ン
ソ
ニ
ー

が
率
い
る
豪
華
な
2
階
建
て

の
「
レ
ク
・
ヤ
ー
ド
」
が
限
定

で
オ
ー
プ
ン
。
日
本
風
カ
フ

ェ
「Yoshoku

」
も
順
次
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
と
の
こ
と
。
ピ

ー
コ
ッ
ク
・
ア
レ
イ
・
バ
ー
の

カ
ク
テ
ル
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
の
「Please Don’t 

Tell

」
で
有
名
な
ジ
ェ
フ
・
ベ

ル
が
考
案
し
た
。
ロ
マ
ー
ニ
エ

ロ
総
支
配
人
に
よ
る
と
、
ラ
イ

ブ
音
楽
も
「
ジ
ャ
ズ
な
ど
、
邪

魔
に
な
ら
な
い
も
の
」
が
予
定

さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

趣味で副業を！

Photo: Waldorf Astoria New York
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（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）7月 26日（土）

　

こ
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

原
爆
80
周
年
を
追
悼
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
シ
ー
ド
ボ
ム
」
が

原
爆
開
発
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計

画
が
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｙ
の
関
連
施

設
の
付
近
で
開
催
さ
れ
る
。

　

シ
ー
ド
ボ
ム
は
、
核
の
歴
史

を
学
び
終
戦
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
品
を
制
作
し
た
学
生
が
、
後

に
有
機
栽
培
の
授
業
で
作
っ
た

種
子
爆
弾
に
広
島
と
長
崎
に
投

下
さ
れ
た
原
爆
の
コ
ー
ド
ネ
ー

ム
を
つ
け
た
事
や
、
原
爆
直
後

70
年
間
は
草
木
も
生
え
ぬ
と
言

わ
れ
た
爆
心
地
に
芽
吹
い
た
緑

が
復
興
へ
の
希
望
と
な
っ
た
事

に
由
来
し
て
い
る
。
原
爆
開
発

の
研
究
を
行
っ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
や
原
爆
製
造
の
た
め
の
軍

産
学
複
合
体
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
築
い
た
ナ
ッ
シ
ュ
・
ガ

ー
ラ
ー
ジ
ュ
・
ビ
ル
の
近
く
に

あ
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ビ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
チ
ル

ド
レ
ン
ズ
・
ア
ー
ト
カ
ー
ニ
バ

ル
に
て
行
わ
れ
る
。
自
然
農
法

の
シ
ー
ド
ボ
ム
を
子
供
達
と
つ

く
り
広
め
て
い
る
ブ
ラ
ザ
ー
フ

ッ
ド
・
シ
ス
タ
ー
・
ソ
ル
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
戦
争
と
平
和
、
破
壊
と
再

生
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ビ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西

１
３
３
丁
目
５
３
０
番
地
）
で

は
、
8
月
15
日
（
金
）
ま
で
グ

ラ
ハ
ム
・
ウ
ィ
ン
ダ
ム
の
学
生

た
ち
が
調
査
し
制
作
し
た
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
計
画
と
日
米
戦
争
の

関
連
作
品
の
展
示
と
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。
8
月
8
日
（
金
）
午

後
3
時
か
ら
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
妙
時
砂
子
、

中
馬
芳
子
、
高
塩
久
育
）、
15

「
シ
ー
ド
ボ
ム
」
開
催

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
を
展
示

原爆から80年を追悼

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の

市
民
諮
問
委
員
会（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）

は
、
今
年
末
に
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

か
ら
完
全
に
置
き
換
え
ら
れ
る

非
接
触
型
決
済
シ
ス
テ
ム
「
Ｏ

Ｍ
Ｎ
Ｙ
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
公
開
し
、
市

民
の
74
％
が
利
用
時
に
問
題
が

生
じ
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

同
委
員
会
は
地
下
鉄
、バ
ス
、

鉄
道
利
用
者
の
約
４
０
０
人
を

対
象
に
調
査
を
行
っ
た
。
苦
情

が
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
カ
ー

ド
を
か
ざ
し
て
も
機
能
し
な
か

っ
た
」
の
40
％
以
上
で
、
次
い

で
「
引
き
落
と
し
が
遅
れ
た
」

は
34
％
、
そ
し
て
31
％
は
「
過

剰
請
求
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な

い
」
と
信
じ
て
い
る
。
苦
情
数

は
、
同
シ
ス
テ
ム
が
更
新
さ
れ

た
６
月
上
旬
に
急
増
し
た
。

地
下
鉄
の
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ

利
用
者
の
74
％
が
「
問
題
あ
り
」

日
（
金
）
午
後
3
時
か
ら
短
編

映
画
上
映
、
瞑
想
、
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
バ
ッ
ク
早
苗
、
ケ
ビ

ン
・
ゲ
ン
ジ
ョ
ウ
・
ラ
ブ
ラ
ン
、

レ
ジ
ー
ナ
・
コ
ー
パ
ス
、
田
中

康
予
）。

　

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ア
ー
ト
カ

ー
ニ
バ
ル
（
ハ
ミ
ル
ト
ン
テ
ラ

ス
62
番
地
、
１
４
４
丁
目
）
で

は
、
8
月
1
日
（
金
）
か
ら
31

日
（
日
）
ま
で
、
戦
争
と
平
和

を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
作
品
を
展
示
す
る
。　

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

SeedBombProject.W
ixSite.

com/my-site-2

を
参
照
す

る
。

可
愛
い
ベ
イ
ビ
ー

コ
ニ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
さ
ん
が
死
去

　

１
９
５
０
年
代
か
ら
60
年
代

に
か
け
て「
可
愛
い
ベ
イ
ビ
ー
」

な
ど
を
相
次
い
で
ヒ
ッ
ト
さ
せ

た
歌
手
の
コ
ニ
ー
・
フ
ラ
ン
シ

ス
さ
ん
が
７
月
16
日
に
死
去
し

た
。
87
歳
。
フ
ラ
ン
シ
ス
さ
ん

の
広
報
担
当
、
ロ
ン
・
ロ
バ
ー

ツ
氏
がFacebook

で
明
ら
か

に
し
た
。
死
因
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
が
、
今
月
初
め
に

骨
盤
の
痛
み
で
入
院
し
、
集
中

治
療
室
に
入
っ
て
い
る
と
自
身

のFacebook

に
投
稿
し
て
い

た
。　

　

フ
ラ
ン
シ
ス
さ
ん
は
本
名

コ
ン
チ
ェ
ッ
タ
・
ロ
ー
サ
・

マ
リ
ア
＝
フ
ラ
ン
コ
ネ
ロ
。

１
９
３
７
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
で
イ
タ

リ
ア
系
移
民
の
家
庭
に
生
ま
れ

た
。
３
歳
の
と
き
に
父
親
か
ら

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
贈
ら
れ
、

祭
り
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
歌
い
な
が
ら
演

奏
し
た
。
11
歳
か
ら
シ
ョ
ー
に

出
演
し
、
１
９
５
５
年
に
歌
手

デ
ビ
ュ
ー
。
当
初
は
ヒ
ッ
ト
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
１
９
５
８

年
に
「
フ
ー
ズ
・
ソ
ー
リ
ー
・

ナ
ウ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
（
ビ
ル
ボ

ー
ド
最
高
位
４
位
）
す
る
と
ヒ

ッ
ト
曲
を
連
発
。
特
徴
的
だ
が

美
し
い
声
と
音
程
の
良
さ
な
ど

歌
の
う
ま
さ
が
受
け
入
れ
ら

れ
、
１
９
６
０
年
の
「
エ
ブ
リ

ボ
デ
ィ
ー
ズ
・
サ
ム
ボ
デ
ィ
ー

ズ
・
フ
ー
ル（
恋
に
は
ヨ
ワ
イ
）」

で
女
性
ソ
ロ
歌
手
と
し
て
初
め

て
シ
ン
グ
ル
チ
ャ
ー
ト
１
位
を

獲
得
し
た
。「
大
人
に
な
り
た

い
」「
ヴ
ァ
ケ
イ
シ
ョ
ン
」
な

ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
世
に
送

り
出
し
た
。
全
米
シ
ン
グ
ル
・

チ
ャ
ー
ト
に
送
り
込
ん
だ
53
曲

の
う
ち
、
ト
ッ
プ
40
入
り
は
35

曲
で
、
う
ち
16
曲
が
ビ
ル
ボ
ー

ド
ト
ッ
プ
10
入
り
、
３
曲
が
１

位
に
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
は
イ
タ
リ
ア

語
、
ド
イ
ツ
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、

日
本
語
な
ど
12
カ
国
以
上
の
言

語
で
録
音
も
し
て
お
り
、
世
界

各
国
で
人
気
を
博
し
た
。
ま
た

彼
女
の
曲
は
世
界
各
国
で
カ
バ

ー
さ
れ
、
ヒ
ッ
ト
し
た
。
日
本

で
は
弘
田
三
枝
子
、
金
井
克
子

ら
５
人
の
競
作
と
な
っ
た
「
ヴ

ァ
ケ
イ
シ
ョ
ン
」
や
伊
東
ゆ
か

り
、
後
藤
久
美
子
ら
の
競
作
に

よ
る
「
大
人
に
な
り
た
い
」
が

ヒ
ッ
ト
し
た
。
な
か
で
も
森
山

加
代
子
ら
４
人
の
競
作
と
な
っ

た
「
可
愛
い
ベ
イ
ビ
ー
」
は
、

中
尾
ミ
エ
が
歌
っ
た
も
の
が

１
０
０
万
枚
を
超
え
る
大
ヒ
ッ

ト
と
な
っ
た
。

　

ビ
ー
ト
ル
ズ
な
ど
の
台
頭
で

ポ
ッ
プ
チ
ャ
ー
ト
を
席
巻
し
た

時
代
は
終
わ
る
が
、
ま
さ
に
一

世
を
風
靡
し
た
。
レ
コ
ー
ド
売

上
は
当
時
の
米
国
だ
け
で
お
よ

そ
４
０
０
０
万
枚
、
全
世
界
で

は
こ
れ
ま
で
に
１
億
枚
以
上

（
２
億
枚
と
の
説
も
）
と
さ
れ

る
。

　
「
可
愛
い
ベ
イ
ビ
ー
」
は
今

年
に
な
っ
て
予
想
外
の
復
活
を

遂
げ
た
。TikTok

で
こ
の
曲

を
使
っ
た
動
画
が
１
日
平
均

60
万
件
以
上
、
今
年
だ
け
で
約

１
５
０
０
万
本
作
成
さ
れ
、
そ

の
総
再
生
回
数
が
１
０
０
億
回

を
超
え
た
。
楽
曲
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
に
も
波
及
し
、
全
世
界
65

か
国
のSpotify Viral Charts

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

　

自
民
党
が
過
半
数
割
れ
の
惨

敗
と
な
っ
た
参
院
選
挙
（
７
月

20
日
投
開
票
）
の
結
果
を
受
け

て
、
米
国
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
が

日
本
の
政
治
状
況
を
伝
え
た

（
以
下
20
日
付
電
子
版
）。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

は「
日
本
の
長
年
の
支
配
政
党
、

有
権
者
の
右
傾
化
で
選
挙
に
敗

北
」
と
の
見
出
し
で
報
じ
た
。

石
破
首
相
と
自
民
党
は
「
米
な

ど
食
料
品
価
格
の
高
騰
、
米
国

と
の
関
税
交
渉
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
る
負
担
な
ど
諸
課
題
を

解
決
で
き
る
こ
と
を
多
く
の
有

権
者
に
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
」
と
分
析
。

　

参
政
党
の
躍
進
に
注
目

　

最
も
大
き
な
躍
進
を
遂
げ
た

の
は
伝
統
的
な
リ
ベ
ラ
ル
野
党

で
は
な
く
、「
強
烈
な
国
家
主

義
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
て

若
い
有
権
者
を
引
き
つ
け
た
一

連
の
新
政
党
」
で
あ
り
、
特
に

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
影
響
を
受

け
た
党
首
が
率
い
る
参
政
党
が

躍
進
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
国

民
民
主
党
と
参
政
党
と
い
う

「
新
た
な
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト

集
団
」
が
勢
力
を
伸
ば
し
、「
日

本
に
地
殻
変
動
を
も
た
ら
す
か

も
し
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ロ
イ
タ
ー
も
「
消
費
税
減
税

を
訴
え
る
野
党
や
右
派
勢
力
が

存
在
感
を
強
め
た
」
と
し
て
、

日
本
の
社
会
構
造
の
変
化
を
示

唆
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。「
極

右
」
の
参
政
党
が
14
議
席
を
獲

得
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
が

日
本
第
一
主
義
を
掲
げ
、
外
国

人
に
よ
る
『
静
か
な
侵
略
』
へ

の
警
告
を
訴
え
る
こ
と
で
、
よ

り
幅
広
い
支
持
を
集
め
た
」
と

報
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ド
イ

ツ
の
Ａ
ｆ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
の
た
め

の
選
択
肢
）
や
リ
フ
ォ
ー
ム
Ｕ

Ｋ
な
ど
の
よ
う
な
「
極
右
政
党

の
道
を
た
ど
る
か
ど
う
か
は
ま

だ
分
か
ら
な
い
」
と
し
た
。　
　

　

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
は「
政

治
的
混
乱
期
の
始
ま
り
」と
し
、

自
動
車
や
農
産
品
の
対
米
関
税

交
渉
に
と
っ
て
重
大
な
打
撃
に

な
る
と
指
摘
、
政
権
の
弱
体
化

が
日
米
交
渉
を
さ
ら
に
困
難
に

す
る
と
報
じ
た
。
石
破
首
相
は

政
権
の
継
続
を
強
調
し
て
い
る

が
、
石
破
首
相
の
政
権
基
盤
が

危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
ウ
ォ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
紙
（
Ｗ
Ｓ
Ｊ
）
は
内
部
か
ら

の
辞
任
要
求
や
支
持
率
低
下
圧

力
が
高
ま
る
可
能
性
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。

右
傾
化
で
自
民
敗
北

参
院
選
、
米
国
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
論
調

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
22
日
、

日
本
に
対
す
る
８
月
１
日
か
ら

発
動
の
関
税
を
、
予
定
さ
れ
て

い
た
25
％
か
ら
15
％
に
引
き
下

げ
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
対

米
黒
字
を
抱
え
る
国
で
は
最
も

低
い
関
税
率
と
な
っ
た
。

　

自
動
車
は
、
25
％
の
追
加
関

税
を
半
分
の
12
・
5
％
に
引
き

下
げ
、
も
と
も
と
の
税
率
２
・

５
％
と
合
わ
せ
15
％
と
し
た
。

自
動
車
部
品
も
25
％
の
追
加
関

税
を
各
品
目
に
課
さ
れ
て
い
た

税
率
を
含
め
て
15
％
と
し
た
。

鉄
鋼
製
品
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の

50
％
の
関
税
は
変
わ
ら
ず
。
ま

た
石
破
首
相
は
、
周
囲
に
辞
任

す
る
意
向
を
伝
え
た
と
す
る
一

部
報
道
を
23
日
記
者
団
に
否
定

し
、改
め
て
続
投
を
表
明
し
た
。

対
日
関
税
15
％
に

石
破
首
相
が
再
度
続
投
表
明
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こ
ん
な
歌
、
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

　

Let it be, let it be, let it 
be, let it be

…

　

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
で
す

が
、
日
本
人
の
多
く
が
最
初
に

こ
う
思
い
ま
す
。「
え
っ
？
な

ん
て
言
っ
た
？
レ
ッ
ト
イ
ッ
ト

ビ
ー
っ
て
…
聞
こ
え
な
い
！
」

　

実
は
こ
れ
、
と
て
も
自
然
な

反
応
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
私
た
ち
が
英

語
を
「
文
字
の
ま
ま
発
音
す
る

も
の
」だ
と
思
っ
て
い
る
限
り
、

こ
の
よ
う
な
歌
詞
や
セ
リ
フ
は

聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。

　

英
語
は
、
文
字
で
は
な
く
リ

ズ
ム
と
音
の
流
れ
で
で
き
て
い

る
言
語
で
す
。

なぜ “Let it be” が
「レットイットビー」に
聞こえないのか？

49

　

“Let it be” 

は
た
し
か
に
3

語
の
は
ず
な
の
に
、
英
語
の
リ

ズ
ム
の
中
で
は
、
一
つ
の
音
の

か
た
ま
り
の
よ
う
に
滑
ら
か
に

流
れ
て
い
き
ま
す
。

　

音
と
音
が
つ
な
が
っ
た
り
、

弱
く
な
っ
た
り
、
消
え
た
り
。

で
も
そ
れ
は
手
抜
き
で
は
な

く
、
リ
ズ
ム
に
従
っ
て
自
然
に

そ
う
な
る
だ
け
の
こ
と
。
強
く

響
く
の
は
、“Let” 

の
母
音
く

ら
い
。“it” 

は
す
っ
と
脱
け
、

“be” 

は
最
後
に
ふ
わ
っ
と
添

え
ら
れ
る
だ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、「
全
部
の
単
語
を

ハ
ッ
キ
リ
聞
こ
う
」と
す
る
と
、

英
語
の
リ
ズ
ム
は
つ
か
め
ま
せ

ん
。

　

文
字
で
は
な
く
、
英
語
の
音

の
つ
な
が
り
で
自
然
に
起
こ
る

物
理
音
に
耳
を
す
ま
せ
た
と

き
、
英
語
は
初
め
て
、
あ
な
た

の
耳
に
届
く
よ
う
に
な
る
の
で

す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

　

Ｎ
Ｙ
の
生
活
に
つ
い
て
、
ベ

ス
ト
な
楽
し
み
方
、
飲
食
店
、

劇
場
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
、
専

門
家
で
あ
る
エ
デ
ィ
タ
ー
が

紹
介
す
る
連
載
コ
ラ
ム
「Let 

Me Tell You

」
で
語
ら
れ
た
、

フ
ー
ド
＆
ド
リ
ン
ク
・
エ
デ
ィ

タ
ー
の
モ
ー
ガ
ン
・
カ
ー
タ
ー

の
記
事
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
で
最

も
高
価
な
コ
ー
ヒ
ー
の
ひ
と
つ

が
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ
ル
で
味
わ

え
る
と
い
う
。

　

ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
と
す
る
カ

フ
ェ
チ
ェ
ー
ン
「
ウ
ォ
ッ
チ
ハ

ウ
ス
（W

atchHouse

）」
が
、

米
国
初
の
店
舗
を
ク
ラ
イ
ス
ラ

ー
ビ
ル
１
階
（
レ
キ
シ
ン
ト
ン

街
４
０
５
番
地
、
42
丁
目
）
に

オ
ー
プ
ン
。
モ
ダ
ン
コ
ー
ヒ
ー

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、コ
ー
ヒ
ー
、

フ
ー
ド
、
空
間
、
サ
ー
ビ
ス
、

人
と
い
っ
た
要
素
を
通
じ
て
特

別
な
体
験
を
提
供
す
る
店
で
、

Ｎ
Ｙ
店
で
は
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
リ

ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
鮮
や
か
な

赤
色
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
取
り
入

れ
た
内
装
と
な
っ
て
い
る
。 

　

カ
ー
タ
ー
氏
の
記
事
に
よ
る

と
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
、
フ
ラ
ッ

ト
ホ
ワ
イ
ト
、
コ
ー
ル
ド
ブ
リ

ュ
ー
、
紅
茶
、
抹
茶
等
の
メ
ニ

ュ
ー
の
ほ
か
、
世
界
中
か
ら
取

り
寄
せ
た
特
別
な
コ
ー
ヒ
ー
を

提
供
す
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意
。
カ
ー

タ
ー
氏
が
訪
れ
た
と
き
は
、
一

番
高
い
コ
ー
ヒ
ー
で
28
ド
ル
だ

っ
た
と
い
う
。

　

同
店
の
レ
ア
リ
テ
ィ
ー
ズ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
杯
の
値
段
は
14

ド
ル
か
ら
52
ド
ル
。
こ
れ
ら
の

希
少
な
コ
ー
ヒ
ー
は
新
鮮
さ
を

保
つ
た
め
に
小
分
け
に
さ
れ
、

冷
凍
保
存
さ
れ
、
一
杯
ず
つ
注

い
で
飲
む
よ
う
に
準
備
さ
れ
て

い
る
。
ウ
ォ
ッ
チ
ハ
ウ
ス
の
標

準
的
な
コ
ー
ヒ
ー
は
3
ド
ル
程

度
。

　

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
詳
細

は
公
式
サ
イ
トhttps://

watchhouse.com/

を
参
照
。

１
杯
28
ド
ル
の
コ
ー
ヒ
ー

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
ビ
ル
で
提
供
中

ロ
ン
ド
ン
の
カ
フ
ェ
チ
ェ
ー
ン
出
店

　

今
年
で
33
年
目
を
迎
え
る

「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ィ
ー

ク
」
が
8
月
17
日
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

5
区
に
あ
る
約
６
０
０
店
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
2
コ
ー
ス
ま
た

は
3
コ
ー
ス
の
ラ
ン
チ
／
デ
ィ

ナ
ー
が
30
ド
ル
、
45
ド
ル
、
ま

た
は
60
ド
ル
の
プ
リ
フ
ィ
ッ
ク

ス
メ
ニ
ュ
ー
で
提
供
さ
れ
る
。

参
加
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、ラ
ン
チ
、

デ
ィ
ナ
ー
の
い
ず
れ
か
、
ま
た

は
両
方
を
提
供
す
る
。
土
曜
は

休
み
だ
が
、
多
く
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
日
曜
も
ブ
ラ
ン
チ
や
デ

ィ
ナ
ー
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
し
て
い
る
。
人
気
店

は
す
ぐ
に
予
約
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
の
で
、予
約
を
推
奨
す
る
。

普
段
は
な
か
な
か
足
を
踏
み
入

れ
づ
ら
い
高
級
店
や
ス
タ
ー
シ

ェ
フ
の
い
る
店
の
料
理
を
楽
し

め
る
機
会
と
な
る
。

　

参
加
レ
ス
ト
ラ
ン
の
リ
ス

ト
や
予
約
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nyctourism.
com/restaurant-week

を
参

照
す
る
。

NYCレストラン週間
市内600店が参加

経
験
則
を
重
視
す
る

手
の
切
れ
る
よ
う
な

製
品
を
つ
く
る

　

企
業
で
の
技
術
開
発
や
も
の

づ
く
り
に
は
経
験
則
が
不
可
欠

で
す
。
理
論
だ
け
で
は
も
の
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
つ
く
る
製
品
は
、

「
手
の
切
れ
る
よ
う
な
製
品
」

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

　

た
と
え
ば
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
場

合
、
原
料
で
あ
る
粉
体
を
混
ぜ

て
成
型
し
、
高
温
で
焼
け
ば
で

き
上
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
勉

れ
は
、
た
と
え
ば
ま
っ
さ
ら
な

お
札
の
よ
う
に
、
見
る
か
ら
に

鋭
い
切
れ
味
や
手
ざ
わ
り
を
感

37

強
さ
え
す
れ
ば
誰
で
も
理
解
で

き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
粉
体
を

混
ぜ
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
は
、
実
際
に
自

分
で
手
を
染
め
て
苦
労
し
て
や

っ
て
み
な
い
と
決
し
て
分
か
り

ま
せ
ん
。
液
体
や
気
体
な
ら
完

全
な
混
合
が
で
き
ま
す
が
、
粉

体
は
ど
こ
ま
で
混
ぜ
た
ら
混
ざ

っ
た
と
い
え
る
の
か
、
こ
れ
は

経
験
則
で
し
か
分
か
ら
な
い
世

界
で
す
。

　

こ
の
経
験
則
と
理
論
が
か
み

合
っ
て
は
じ
め
て
、
す
ば
ら
し

い
技
術
開
発
や
も
の
づ
く
り
が

で
き
る
の
で
す
。 

じ
さ
せ
る
す
ば
ら
し
い
製
品
の

こ
と
で
す
。

　

製
品
に
は
つ
く
っ
た
人
の
心

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
ラ
フ
な
人

が
つ
く
っ
た
も
の
は
ラ
フ
な
も

の
に
、
繊
細
な
人
が
つ
く
っ
た

も
の
は
繊
細
な
も
の
に
な
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
製
品
を
つ
く

っ
て
、
そ
の
中
か
ら
良
品
を
選

ぶ
と
い
う
よ
う
な
発
想
で
は
、

決
し
て
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
製
品
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

完
璧
な
作
業
工
程
の
も
と

に
、
一
つ
の
不
良
も
出
さ
な
い

よ
う
に
全
員
が
神
経
を
集
中
し

て
作
業
に
あ
た
り
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
が
完
璧
で
あ
る
製
品
づ
く

り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.hondag.com
tel:2122136069
tel:18778852726
http://www.seishinjukuny.org
https://watchhouse.com/
https://watchhouse.com/
https://watchhouse.com/
slidemethod.com
https://www.nyctourism.com/restaurant-week


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）7月 26日（土）

AI Scraping War 　AI データ収集「戦争」
　　　 ChatGPTを始めとする生成AI が社会全体に大きな衝撃を与える中、AI Scraping 

War が勃発しています。  ネット上の情報を大量収集して利用するAI企業に対し、
その情報・コンテンツの所有者（ニュース出版社、芸術家、ソーシャルメディアなど）
が権利・利益侵害を訴えて争う「戦争」を意味します。 Scrapeは「かき集める」と

いう意味ですが、ここではAIが多様なコンテンツから大量のデータを収集し、AIモデルを開発・進化
させることを指しています。
 　ニューヨーク・タイムズ紙はChatGPTを保有するOpenAI 社を相手に、訴訟を提起しました。AIが
許可なく記事を利用しているのは著作権 (Copyright) 法の違反だとして、数十億ドルの損害賠償とともに、
収集したデータの破棄を求めています。　また、絵画、写真、映像、音楽などの作者はAI企業が作品を
無断でScrapeし模倣・悪用しているとして、使用禁止と損害額の支払いを求めています。ハリウッドの
映画会社も、AI企業によるScrapeを阻止しようとしています。
 　AI企業はAIモデルを開発・進化させるために、他者が著作権を有するコンテンツを、自由に使って
良いのか？　AI Scraping War は法的、経済的だけではなく倫理的な争いでもあります。　今後、裁判や
交渉でどのように決着するのか、またどんな法的規制が出てくるのか・・・この問題の行方は、ネット
世界の広範な分野に歴史的な影響を与えることになるでしょう。     （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【298】

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ッ
シ
ュ

ウ
ィ
ッ
ク
で
ク
ラ
フ
ト
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｅ
造
り
を
し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー

で
杜
氏
の
加
藤
忍
さ
ん
。
加
藤

さ
ん
は
東
京
都
出
身
、
日
本
で

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
勤
務
し
た

後
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
大
学
ロ
バ
ー
ド
・
ス

ミ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
大

学
院
に
留
学
。
卒
業
後
は
テ
ネ

シ
ー
州
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
の
北
米

日
産
会
社
に
就
職
し
た
。
ナ
ッ

シ
ュ
ビ
ル
は
ク
ラ
フ
ト
・
ビ
ー

ル
が
有
名
な
街
、
さ
ま
ざ
ま
な

ビ
ー
ル
を
試
し
た
。
自
宅
で
ビ

ー
ル
を
造
る
友
人
も
い
て
醸
造

に
興
味
を
持
っ
た
。

　

ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
時
代
、
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
で
米
国
人
の
友
人

た
ち
に
日
本
酒
を
振
舞
い
た
か

っ
た
が
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
で
は
手

ご
ろ
な
価
格
の
日
本
酒
が
手
に

入
ら
な
か
っ
た
。
な
ら
ば
自
分

で
造
っ
て
み
よ
う
と
酒
自
家
醸

造
キ
ッ
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
購
入
し
て
自
宅
で
酒
を
造
っ

て
み
た
。
友
人
た
ち
が
忍
の
酒

は
美
味
し
い
と
喜
ん
で
飲
ん
で

く
れ
、
忍
の
酒
を
売
っ
て
欲
し

い
と
い
う
友
人
も
い
た
。
酒
造

り
は
楽
し
い
、
な
ら
ば
こ
れ
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
し
よ
う
と
起
業
を

決
意
。

　

ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
に
住
ん
で
肌

で
い
い
と
感
じ
た
の
は
、
住
人

た
ち
の
地
元
愛
だ
。「
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ロ
ー
カ
ル
」
が
通
じ
る

街
で
酒
造
り
を
し
た
い
。
ど
う

せ
や
る
な
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

大
き
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
と
会

社
を
辞
め
て
Ｎ
Ｙ
へ
。

　

そ
の
名
も
加
藤
が
造
る
酒

「Kato Sake Works

」
を
オ
ー

プ
ン
し
た
の
が
２
０
２
０
年
3

月
。
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｎ
Ｙ
が
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
す
る
僅
か
３
日
前
の

こ
と
だ
っ
た
。
ブ
ル
ワ
リ
ー
の

前
を
通
る
人
に「
飲
ん
で
み
て
」

と
試
飲
を
勧
め
た
。
美
味
し
い

と
買
っ
て
く
れ
る
人
も
い
て
地

元
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
で
き
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
ブ

ル
ワ
リ
ー
ま
で
取
り
に
来
て
く

れ
る
地
元
の
人
や
、
酒
を
造
っ

て
い
る
の
か
い
？
と
散
歩
の
途

中
で
立
ち
寄
り
買
っ
て
く
れ
る

人
も
い
た
。
地
元
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
も
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

開
業
当
初
は
ス
タ
ジ
オ
サ
イ

ズ
の
わ
ず
か
５
０
０
平
方
フ
ィ

ー
ト
の
場
所
で
一
人
で
酒
造
り

を
し
て
い
た
が
、
注
文
が
追
い

つ
か
な
く
な
り
、
広
い
ブ
ル
ワ

リ
ー
が
必
要
に
な
っ
た
。
ク
ラ

ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資

金
を
募
り
、
23
年
に
は
移
転
し

ブ
ル
ワ
リ
ー
の
広
さ
も
5
倍
に

な
り
従
業
員
も
増
え
た
。
日
本

の
酒
蔵
の
入
り
口
に
必
ず
あ
る

杉
玉
だ
が
、
加
藤
さ
ん
の
ブ
ル

ワ
リ
ー
の
入
り
口
に
は
キ
ラ
キ

ラ
と
光
る
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
が
吊

る
さ
れ
て
い
る
。
神
棚
に
飾
る

鳥
居
は
友
人
が
ベ
ッ
ド
の
フ
レ

ー
ム
で
作
っ
て
く
れ
た
。
米

国
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア

だ
。
以
前
の
場
所
で
は
年
間
約

５
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
生
産
し

て
い
た
が
、
新
ブ
ル
ワ
リ
ー
で

は
そ
の
約
10
倍
の
生
産
を
目
指

す
。
ブ
ル
ワ
リ
ー
に
は
酒
を
試

飲
で
き
る
10
人
が
座
れ
る
カ
ウ

ン
タ
ー
席
の
タ
ッ
プ
ル
ー
ム
も

あ
り
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
も
雇
っ

た
。
新
ラ
ベ
ル
は
常
連
客
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
て
く
れ
た
。
タ
ッ
プ
ル

ー
ム
で
は
ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
・

コ
ン
サ
ー
ト
や
読
書
会
、
寿
司

シ
ェ
フ
を
招
い
て
酒
と
の
ペ
ア

リ
ン
グ
・
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て

い
る
。
酒
製
造
工
程
の
説
明
と

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
＆
ツ
ア
ー
も

始
め
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
日
本
の
酒
蔵
で

修
業
し
た
こ
と
は
な
い
。
す
べ

て
独
学
で
酒
造
り
を
学
ん
だ
。

現
在
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
カ

ル
ロ
ー
ズ
米
を
使
い
、
約
7
銘

柄
の
酒
を
造
っ
て
い
る
。
酒
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
増
え
た
。
昨

年
末
、
初
め
て
新
潟
県
か
ら
送

っ
て
も
ら
っ
た
食
用
米
の
「
こ

し
ひ
か
り
」で
醸
造
を
行
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
州
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

郡
に
あ
る
精
米
所
ザ
・
ラ
イ
ス
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
精
米
し
、
純

米
酒
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」
と
い
う
銘

柄
で
２
０
０
本
を
造
っ
た
。
今

年
1
月
に
販
売
、
す
ぐ
に
完
売

し
た
。「
し
ず
く
酒
」
と
「
ど

ぶ
ろ
く
」
も
新
し
い
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
。「
ど
ぶ
ろ
く
」
は
評
判

が
良
く
、
タ
ッ
プ
ル
ー
ム
で
は

「
ど
ぶ
ろ
く
」
ば
か
り
を
飲
む

常
連
客
も
い
る
。

　
「
自
分
が
思
っ
て
い
た
地
元

愛
の
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ロ
ー

カ
ル
』
に
見
事
に
は
ま
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
は
無
機
質
な
大
都
会
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
ウ

ィ
ッ
ク
は
日
本
の
昔
の
長
屋
の

よ
う
な
近
所
付
き
合
い
が
あ

る
」
と
加
藤
さ
ん
。
地
元
の
お

客
さ
ん
が
魚
を
釣
っ
た
け
ど
、

食
べ
る
か
い
と
持
っ
て
来
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
る
。「
ナ
ッ
シ

ュ
ビ
ル
で
友
人
た
ち
に
与
え
た

酒
と
の
出
会
い
の
感
動
を
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
人
た
ち
に
も
与

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
変
な

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
や
っ
て
よ

か
っ
た
」。

　

加
藤
さ
ん
の
東
京
の
実
家
の

部
屋
に
は
高
校
生
の
時
に
渋
谷

で
買
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
の

白
黒
写
真
が
今
で
も
壁
に
飾
っ

て
あ
る
。
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
や
米

国
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ
こ
が

れ
、
な
ん
と
な
く
気
に
入
っ
て

買
っ
た
写
真
だ
っ
た
。
そ
の
橋

が
東
京
の
実
家
の
部
屋
か
ら
Ｎ

Ｙ
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
の
酒

ビ
ジ
ネ
ス
へ
繋
ぐ
橋
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
今
年
の
夏
か
ら

Kato Sake Works

の
酒
を
日

本
で
も
販
売
す
る
。
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
酒
を

目
指
し
日
々
、
奮
闘
す
る
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
酒
造
り

MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

Kato Sake Works 社長

加藤忍さん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
賃
貸

ア
パ
ー
ト
の
賃
料
中
間
値
が

6
月
に
記
録
的
な
高
水
準
の

４
７
０
０
ド
ル
に
達
し
た
。
不

動
産
サ
イ
ト RentHop 
の
報

告
書
に
よ
る
と
、
前
年
同
月
比

で
は
、
賃
貸
料
金
は
６
・
６
％

上
昇
し
た
。

　

主
要
な
要
因
の
一
つ
は
、
こ

の
期
間
中
に
市
内
の
地
下
鉄
駅

の
の
近
郊
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の

賃
貸
料
金
が
上
昇
し
た
こ
と
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
以
外
で
賃
貸
物

件
を
探
す
人
が
増
え
て
い
る
一

方
、
外
部
の
区
に
あ
る
多
く
の

物
件
は
新
築
で
高
額
な
た
め
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

だ
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ア
ス
ト
リ
ア

地
区
に
あ
る
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ

地
下
鉄
駅
周
辺
で
家
賃
の
上
昇

が
最
も
顕
著
。
過
去
1
年
間

で
中
央
値
の
家
賃
は
14
・
29

％
上
昇
し
、
２
０
２
４
年
の

２
６
２
５
ド
ル
か
ら
２
０
２
５

年
の
３
０
０
０
ド
ル
に
増
加
し

た
。
ア
ス
ト
リ
ア
地
区
は
、
過

去
1
年
間
に
多
く
の
高
級
ビ
ル

が
オ
ー
プ
ン
し
、
高
い
家
賃
で

賃
貸
を
開
始
し
た
た
め
、
賃
貸

希
望
者
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力

的
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
例
が
、
２
０
２
４
年

10
月
に
賃
貸
を
開
始
し
た
「
ハ

ー
ト
ス
ト
ー
ン
」
で
、
最
も
安

い
ユ
ニ
ッ
ト
の
月
額
家
賃
は
約

３
０
０
０
ド
ル
だ
。

　

ま
た
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
フ
ォ
ー

ダ
ム
・
ハ
イ
ツ
に
あ
る
１
８
３

丁
目
駅
周
辺
で
も
、
家
賃
が
大

幅
に
上
昇
し
た
。
こ
の
駅
は
地

下
鉄
４
番
線
を
利
用
可
能
で
、

周
辺
地
域
の 

中
間
家
賃
は

２
０
２
４
年
の
１
９
９
５
ド
ル

か
ら
２
０
２
５
年
に
２
２
７
８

ド
ル
へ
14
・
19
％
上
昇
し
た
。

Ｎ
Ｙ
市
の
ア
パ
ー
ト
家
賃

中
間
値
４
７
０
０
ド
ル
に

https://michaeldunnlaw.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
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56

ま
ぐ
ろ
ス
テ
ー
キ

リ
ン
ゴ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

太
刀
魚
南
蛮
漬
け

う
ざ
く

さ
さ
っ
と
作
れ
る
プ
ロ
の
味

【
作
り
方
】　

　

分
量
の
材
料
を
全
て
合
わ
せ

て
良
く
混
ぜ
る
。

　

マ
グ
ロ
は
一
口
大
に
切
り
軽

く
塩
を
振
る

　

フ
ラ
イ
パ
ン
も
し
く
は
網
を

使
っ
て
直
火
で
レ
ア
に
焼
く

　

お
こ
の
み
で
大
根
お
ろ
し
、

チ
ャ
イ
ブ
、レ
モ
ン
を
添
え
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
っ
ぽ
く
リ
ン
ゴ

を
使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
。
合

わ
せ
る
だ
け
な
の
で
忙
し
い
方

に
も
時
短
で
で
き
る
。

【
作
り
方
】　

　

お
酢
以
外
の
分
量
を
鍋
に
入

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
に
あ
る
鮨
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｅ 

の
シ
ェ
フ
、森
田
悠
介
さ
ん
に
、

サ
サ
ッ
と
作
れ
る
夏
の
小
皿
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
田
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
後

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
て
主
に
松

栄
六
本
木
、
鮨
銀
座
お
の
で
ら

な
ど
で
仕
事
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
そ
ん
な
森
田
さ
ん

に
ま
ぐ
ろ
の
ス
テ
ー
キ
、
太
刀

魚
の
南
蛮
漬
け
、
う
ざ
く
の
作

り
方
、
盛
り
付
け
方
な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
工
夫
一

つ
、
食
器
一
つ
で
家
庭
料
理
が

プ
ロ
の
味
に
な
り
ま
す
よ
。

【
作
り
方
】　

　

土
佐
酢
、
分
量
お
酢
以
外
を

合
わ
せ
て
沸
か
す
。
沸
い
た
ら

お
い
か
つ
お
、
お
酢
を
入
れ
て

冷
す
。

　

き
ゅ
う
り
は
種
を
と
る
。
き

ゅ
う
り
、
み
ょ
う
が
は
細
切
り

に
。
細
切
り
に
し
た
き
ゅ
う
り

は
3
％
の
塩
水
を
作
り
10
分
つ

け
る
。
10
分
経
っ
た
ら
水
気
を

良
く
切
る
。
市
販
の
う
な
ぎ
は

タ
レ
を
洗
い
流
し
さ
っ
と
お
湯

に
通
す
。

　

き
ゅ
う
り
、
み
ょ
う
が
、
う

な
ぎ
、
土
佐
酢
を
合
わ
せ
て
盛

り
付
け
る
。

材料
青じそノンオイルドレッシング
................................... 100ml
すりおろし玉ねぎ ............20g
すりおろしニンニク ........... 3g
すりおろししょうが ...........6g
すりおろしリンゴ ............30g
薄口醤油 ........................ 15g

材料
太刀魚
赤パプリカ
ニンジン
玉ねぎ
出汁 ............................. 120g
酒 ...................................20g
みりん.............................20g
お酢 ...............................40g
醤油 ................................. 20
さとう大さじ ....................... 2
おいかつお
おこのみで赤唐辛子 .......1本

材料
土佐酢
出汁 ............................. 140g
みりん.............................30g
薄口醤油 ........................30g
お酢 ...............................30g
おいかつお
うなぎ
きゅうり
みょうが
おこのみでわかめ

sushi  AMANE
245 E 44th St,

New York, NY 10017
Tel:212-986-5300

れ
て
沸
か
す
。
沸
い
た
ら
お
酢

を
入
れ
お
い
か
つ
お
。

　

太
刀
魚
は
好
み
の
大
き
さ
に

切
り
塩
を
振
る
。

太
刀
魚
は
片
栗
粉
を
付
け
て
揚

げ
る
。

　

熱
い
合
地
の
中
に
揚
げ
て
太

刀
魚
、
野
菜
を
入
れ
る
。

旬
の
太
刀
魚
と
お
野
菜
で
お
酢

を
効
か
せ
て
夏
で
も
さ
っ
ぱ
り

と
頂
け
ま
す
。
冷
め
て
も
、
温

め
て
も
大
丈
夫
な
の
で
作
り
置

き
に
も
最
適
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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　今回ご紹介するのは、Brooklynは Crown Heights にあるDon Udonです。本当に衝撃的な体験！お店に入った
瞬間、一瞬で蘇る日本の田舎町にあるうどん屋さんの空気。日本にルーツのある人なら誰もが体験したことのあ
る、田舎町での体験が鼻先に蘇るようなレトロな店構え。思い出の追体験がBrooklynの奥地でできるとは、本当
に良い時代になりました。そして肝心のうどんは、文句なしの絶品。日本食にはつい厳しくなってしまいがちな
日本人ですが、この値段帯でこんなにおいしい讃岐うどんがBrooklynで食べられるなんてほとんど奇跡に近いと
思います。温と冷があるのもうれしい。うどんが食べたいと思う時はかなり多いけど、Brooklynで本当に美味し
い日本食に出会うことは多くなく、妥協してフォー（ベトナム汁そば）を食べにいったりしています。これぐら
い身近な存在としてうどんが近場にあるのは本当にありがたいです。しかし、有無を言わさず大人気店なので、
待つことは覚悟で。それでも、日本食が恋しいと思った時にはぜひ一度行ってみてほしい名店です。
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京から NYへ移住。日本食スー
パーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本
格的に活動を開始。2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【21】

　

鳥
取
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
代
表
・
菊
池

ひ
み
こ
（
ピ
ア
ノ
）
が
、
昨

年
の
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ジ
ャ
ズ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
「The 

Bop’s

」
と
し
て
出
演
し
て

い
た
若
手
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

で
あ
る
井
上
拓
美
（
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
）、
國
清
晃
生
（
ベ

ー
ス
）
を
引
き
連
れ
、
８
月

25
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分

か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る

オ
ー
ニ
ソ
ロ
ジ
ー
・
ジ
ャ

ズ
ク
ラ
ブ
（Ornithology 

Jazz Club, 
6 Suydam St., 

Brooklyn NY 11221 

電
話

９
１
７
・
２
３
１
・
４
７
６
６　

ornithologyjazzclub.com
）

で
ラ
イ
ブ
を
行
う
。
菊
池
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ラ
イ
ブ
は
３

年
ぶ
り
。

　

井
上
拓
美
カ
ル
テ
ッ
ト
は
、

井
上
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
を
中

心
に
、
鳥
取
と
い
う
土
地
に
根

ざ
し
た
音
楽
性
と
伝
統
的
な
ジ

ャ
ズ
の
融
合
を
追
求
し
、
着
実

に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

昨
年
の
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ジ
ャ

ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
を

受
け
、
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
鳥

取
の
音
楽
シ
ー
ン
独
自
の
サ
ウ

ン
ド
で
届
け
る
。
ド
ラ
ム
ス
は

ク
イ
ン
ト
ン
・
ケ
イ
ン
が
担
当

す
る
。

　（
写
真
）
左
下
よ
り
時
計
回
り

に
、
菊
池
ひ
み
こ
、
ク
イ
ン
ト

ン
・
ケ
イ
ン
、
井
上
拓
美
、
國

清
晃
生

井
上
拓
美
カ
ル
テ
ッ
ト

フ
ィ
ー
チ
ャ
リ
ン
グ
・
菊
池
ひ
み
こ

 

８
月
25
日
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
ラ
イ
ブ

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https://www.myhappytummyclub.com/
ornithologyjazzclub.com
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本
書
は
、
人
類
の
誕
生
か
ら

の
あ
ゆ
み
を
、
古
代
人
の
遺
骨

調
査
で
採
取
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
解

析
す
る
古
遺
伝
学
の
最
新
の
研

究
結
果
を
も
と
に
、
誰
に
で
も

分
か
り
や
す
く
、
詳
し
く
解
説

し
て
く
れ
て
い
る
。

　

興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
日
本

人
と
は
何
者
な
の
か
？
』
を
見

た
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

日
本
人
が
今
も
残
す
縄
文
人
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
タ

イ
の
奥
地
に
暮
ら
す
少
数
民
族

マ
ニ
族
と
近
縁
性
が
高
い
こ
と

が
分
か
っ
た
と
い
う
。
な
に
よ

り
も
驚
い
た
こ
と
に
、
マ
ニ
族

は
少
数
の
家
族
集
団
で
森
の
中

に
住
み
、
今
も
文
明
と
は
か
け

離
れ
た
生
活
を
続
け
て
い
る
。

単
純
な
私
は
、
1
万
年
続
い
た

森
の
住
人
縄
文
人
の
生
活
が
、

時
を
経
て
も
な
お
タ
イ
の
奥
地

に
残
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
想
像
を

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
頭

を
冷
や
す
た
め
に
も
、
科
学
的

な
裏
付
け
が
知
り
た
い
と
、
本

書
を
手
に
取
っ
た
の
だ
。　

　

地
球
誕
生
か
ら
46
億
年
。
地

球
上
に
生
命
が
誕
生
し
た
の
は

40
億
年
前
。
そ
し
て
人
類
の
あ

ゆ
み
は
約
７
０
０
万
年
前
に
共

通
の
祖
先
か
ら
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

と
分
化
し
た
時
か
ら
始
ま
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の

後
の
人
類
の
軌
跡
も
、
古
代
人

の
遺
骨
に
残
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析

で
解
明
で
き
る
。

　

古
代
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
は
、
次

世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
の
実
用
化

で
格
段
に
高
速
に
正
確
に
な
っ

た
。
２
０
１
０
年
に
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
の
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

全
て
の
解
読
に
成
功
し
、
古
代

Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
に
も
と
づ
い
た
人

類
集
団
の
成
り
立
ち
に
関
す
る

研
究
が
非
常
に
活
発
に
な
り
、

次
々
に
新
発
見
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
現
生
人
類

（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
は
、

20
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
誕
生

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
以
前
の
60
万
年
前

に
遡
る
事
が
分
か
っ
た
。
し
か

も
他
種
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル

人
と
交
雑
を
繰
り
返
し
て
い

た
。
更
に
今
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
他
の
絶
滅
人
類
が
存

在
し
、
そ
れ
ら
と
も
交
雑
し
て

い
た
。

　

そ
の
間
地
球
は
氷
期
と
間
氷

期
を
繰
り
返
し
、
気
候
と
地
形

の
変
動
は
我
々
祖
先
の
暮
ら
し

に
大
き
く
影
響
し
た
。
ア
フ
リ

カ
大
陸
か
ら
出
た
人
類
は
、
中

東
へ
広
が
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

南
ア
ジ
ア
に
向
か
い
、
東
南
ア

ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
に
広
が

り
、
次
い
で
東
ア
ジ
ア
、
南
北

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
ま
で
お
よ
ぶ

大
い
な
る
旅
を
成
し
遂
げ
た
。

氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
土
地
で
身
を

寄
せ
合
い
、
遅
れ
て
ア
メ
リ
カ

大
陸
へ
移
動
し
た
集
団
や
、
洞

穴
の
中
で
孤
独
に
滅
ん
で
い
っ

た
家
族
の
足
跡
が
古
代
Ｄ
Ｎ
Ａ

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
気
に
な
る
日
本
人
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
が
、
想
像
ど
お

り
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
本
書

で
確
か
め
て
も
ら
え
た
ら
。
興

味
深
い
の
は
、「
縄
文
人
が
現

代
の
い
か
な
る
集
団
と
も
異
な

る
遺
伝
的
な
特
徴
を
持
っ
て
い

る
」
こ
と
で
、「
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
初
期
拡
散
に
よ
っ
て
北
上

し
た
集
団
の
中
で
、
沿
岸
地
域

に
住
ん
で
い
た
集
団
が
縄
文
人

の
母
体
に
な
っ
た
」
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
科
学
的
証
拠
は
、
人

類
の
進
化
は
、
他
の
動
物
と
ま

た
同
じ
道
の
り
を
あ
ゆ
ん
で
お

り
、
そ
し
て
想
像
す
る
よ
り
も

複
雑
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
人

類
が
初
め
か
ら
地
上
の
王
様
と

し
て
約
束
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
と
我
々
の
目
を
覚
ま
さ
せ

る
。私
た
ち
は
今
こ
こ
に
い
る
。

今
こ
そ
問
お
う
。
ど
こ
か
ら
ど

こ
へ
、
ど
う
向
か
っ
て
い
る
の

か
。
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
。　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 日本人のルーツは？
篠田 謙一・著
 中公新書・刊

■ガラスの海を渡る舟（寺地はるな、PHP文芸文庫）大阪
の空堀商店街で『ソノガラス工房』を営む兄の道と妹の羽
衣子。ふたりは祖父の遺言で共に工房を継いでからも衝突
が絶えなかった。ある日「ガラスの骨壺が欲しい」という
依頼が舞い込む。兄妹が過ごした10年間を描いた物語。
■ざっくり読書   論語と算盤（渋澤健  監修、宝島社新書）
新一万円札の肖像画で「日本資本主義の父」と称えられる
渋沢栄一の名著『論語と算盤』。仁義道徳に基づいた富で
なければ、永続しないと考えていた。昨今、再び脚光を浴
びているこの教えをざっくり読める本。本書の監修は渋沢
栄一の玄孫の渋澤健氏。■風読みの彼女（宇山佳佑、集英社）
『ガラス雑貨専門店・風読堂』で、アシスタントとして働
き始めた22歳の野々村帆高。風読堂ではガラス雑貨の販
売に加えて、もうひとつ秘密の依頼を受けている。それは
「風読み」の仕事だ。」今日も悩みと願いを抱えた依頼主が
店を訪れる。爽やかな風が織りなすファンタジー。■祝祭
のハングマン（中山七里、文春文庫）建設会社のサラリー
マンがトラックに轢かれる事件が起きた。どうやら殺人ら
しい。警視庁捜査一課の春原瑠衣は事件を追ううちに、被
害者と同じ会社に勤める自身の父親にも疑惑の目を向け始
める。司法で裁けないのであれば、陰の存在「ハングマン」
が悪に鉄槌を下す。私立探偵ら謎の人物が跋扈（ばっこ）
するミステリー。■発信をお金にかえる勇気（末吉宏臣、きずな出版）SNS
や YouTube、ブログ、ポッドキャストなど、誰もが自由に情報を発信できる
時代。しかし、多くの人が「自分の言葉をお金にしていいのか？」と迷い、
最初の一歩を踏み出せずにいる。本書は発信への恐れや迷いを解消し、自分
の経験や気づきを価値に変える方法をライフワークの専門家が具体的に解説
する。■手遅れ清州  藪医者日誌（藤井邦夫、光文社時代小説文庫）不忍池
の西にある光泉寺の裏で、医者の半井清州が運ばれてくる患者たちを診てい
る。貧しき者からは金をとらず、善良な者にとっては優しき医者だが、悪党
には故意に「手遅れ」としてのける。正義感溢れる蘭方医が恩師の住職から
教わった唐の拳法と医術の腕で弱きを助け、悪に立ち向かう。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ガ
ラ
ス
工
房
を
継
い
だ
兄
妹
の
10
年
を
描
く
。
渋
沢
栄
一
の
名
著
を
ざ
っ
く
り
読
む
。

爽
や
か
な
風
が
織
り
な
す
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
影
の
存
在
「
ハ
ン
グ
マ
ン
」
が
動
き
出
す
。

自
分
の
経
験
を
価
値
に
変
え
る
方
法
。
情
に
厚
い
医
者
が
悪
党
に
立
ち
向
か
う
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
日
、
ゾ
ウ
や
サ
ル
、
キ

リ
ン
や
ゴ
リ
ラ
な
ど
サ
ー
カ
ス

の
動
物
た
ち
と
サ
ー
カ
ス
団
の

強
欲
な
オ
ー
ナ
ー
が
乗
っ
た
船

が
座
礁
し
て
し
ま
い
ま
す
。
海

に
投
げ
出
さ
れ
た
動
物
た
ち
を

助
け
ず
、
自
分
だ
け
小
船
に
乗

っ
て
逃
げ
た
オ
ー
ナ
ー
。
動
物

た
ち
は
冷
た
い
海
を
泳
い
で
、

近
く
の
島
に
た
ど
り
着
き
ま

す
。
翌
朝
、
島
の
人
た
ち
は
家

の
前
を
歩
く
ラ
イ
オ
ン
や
シ
マ

ウ
マ
を
見
て
大
騒
ぎ
。
そ
ん
な

な
か
近
く
の
家
で
火
事
が
起
き

ま
す
が
、
勇
敢
な
ト
ラ
が
中
に

い
た
少
女
を
助
け
出
し
ま
す
。

そ
れ
を
見
た
島
の
人
た
ち
は
動

物
た
ち
を
信
用
し
、
共
に
暮
ら

し
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、
強
欲

オ
ー
ナ
ー
が
動
物
た
ち
を
金
儲

け
の
た
め
に
連
れ
戻
し
に
き
ま

す
が
、
島
の
人
は
動
物
た
ち
を

守
る
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て
あ

る
行
動
に
出
ま
す
。

　

19
世
紀
初
頭
を
彷
彿
と
さ
せ

る
マ
ー
シ
ー
・
ワ
ト
ソ
ン
の
挿

し
絵
と
韻
を
踏
ん
だ
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
文
章
で
、
人
間
と
動
物

と
の
信
頼
関
係
や
共
存
を
楽
し

く
紹
介
す
る
。
読
み
聞
か
せ
で

子
ど
も
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
内
容
だ
。　
　
（
高
田
）

サ
ー
カ
ス
の
動
物
た
ち
の
新
天
地

 『The Circus Ship』
Written by Chris Van Dusen
Published by  Candlewick

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
門
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
、
ア
ル
ビ
ン
・
エ

イ
リ
ー
を
昨
年
卒
業
し
、
今
年

は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
桜
祭
り

や
プ
ラ
イ
ド
パ
レ
ー
ド
、
ジ
ャ

パ
ン
パ
レ
ー
ド
、
ダ
ン
ス
パ
レ

ー
ド
な
ど
目
白
押
し
の
米
国
東

海
岸
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て

い
る
。
兵
庫
県
出
身
の
22
歳
。

　

４
歳
か
ら
地
元
の
テ
ィ
ー
ズ

ボ
ッ
ク
ス
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に

高
校
ま
で
所
属
し
、
２
０
１
３

年
に
Ｔ
Ｒ
Ｆ
20
周
年
ツ
ア
ー
大

阪
公
演
に
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
と

し
て
出
演
、
２
０
１
４
年
セ
ブ

ン
＆
ア
イ
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
近
畿
大
会
・

全
国
大
会
優
勝
、
２
０
１
４
、

15
、
17
年
朝
日
新
聞
社
主
催
全

日
本
小
中
学
生
ダ
ン
ス
コ
ン
ク

ー
ル
西
日
本
大
会
及
び
全
国
大

会
金
賞
受
賞
な
ど
輝
か
し
い
成

績
を
残
し
、
18
年
に
は
、
矢
沢

永
吉
69
周
年
ツ
ア
ー
大
阪
公
演

に
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
出

演
し
た
。

　

小
さ
い
時
か
ら
漠
然
と
抱
い

て
い
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
憧
れ
か

ら
高
校
卒
業
後
、
留
学
制
度

の
あ
る
神
戸
甲
陽
音
楽
・
ダ

ン
ス
専
門
学
校
ダ
ン
ス
科
に

２
０
２
１
年
に
入
学
。
し
か
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

で
在
学
中
の
留
学
は
叶
わ
な
か

っ
た
。
だ
が
23
年
に
同
校
ダ
ン

ス
科
を
成
績
ト
ッ
プ
で
卒
業
し

た
後
、
学
校
側
が
全
面
支
援
し

て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
世

界
か
ら
の
応
募
で
わ
ず
か
20
人

た
ら
ず
の
ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ

ー
の
ク
ラ
ス
合
格
者
に
見
事
選

ば
れ
た
。
バ
レ
エ
と
モ
ダ
ン
の

課
題
ビ
デ
オ
願
書
を
提
出
す
る

た
め
連
日
猛
特
訓
し
て
の
合
格

だ
っ
た
。
無
事
に
来
米
し
、
入

学
初
日
に
そ
こ
で
目
に
し
た
の

は
、
周
り
の
生
徒
た
ち
の
水
準

の
高
さ
だ
っ
た
。

　

授
業
に
向
け
た
心
構
え
と
準

備
、
そ
し
て
そ
の
恵
ま
れ
た
体

型
と
手
入
れ
の
さ
れ
た
顔
な
ど

を
見
て
「
こ
の
人
た
ち
は
プ
ロ

で
は
な
い
の
か
」
と
愕
然
と
し

た
。
日
本
で
は
若
く
し
て
ダ
ン

ス
界
で
数
々
の
栄
冠
を
手
に
し

て
き
た
石
原
さ
ん
だ
っ
た
が

「
つ
い
て
行
く
の
に
必
死
で
、

自
分
は
何
者
で
も
な
い
な
と
、

今
ま
で
こ
れ
だ
け
頑
張
っ
て
き

た
け
ど
、
世
界
の
レ
ベ
ル
は
こ

ん
な
に
高
い
の
か
」
と
愕
然
と

し
た
と
い
う
。

　

そ
れ
だ
け
に
ダ
ン
ス
の
世
界

で
ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ
ー
の
卒

業
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
圧

倒
的
な
信
頼
度
の
高
さ
と
大
き

な
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
実
感
し
て
い
る
。

　

ダ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
一
番
必

要
な
も
の
は
何
か
と
聞
く
と

「
心
で
す
」
と
即
返
っ
て
き
た
。

「
自
分
は
運
良
く
こ
こ
ま
で
来

れ
た
け
ど
、
そ
れ
は
自
分
だ
け

の
力
で
は
な
く
、
周
り
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
た
こ
と
で
多
く
の
人
の
助
け

が
あ
っ
た
か
ら
」
と
言
う
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
特
定
の
ジ
ャ

ン
ル
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
体
で
自
由
に
表
現

し
続
け
た
い
。
常
に
新
し
い
挑

戦
を
楽
し
み
な
が
ら
、
踊
り
を

通
し
て
誰
か
の
力
に
な
れ
る
ダ

ン
サ
ー
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
か
こ
の
ラ
ジ
オ

シ
テ
ィ
ー
の
ロ
ケ
ッ
ツ
ダ
ン
サ

ー
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ダンサー

石原 初音さん

ダ
ン
ス
で
夢
実
現
の
Ｎ
Ｙ
に
生
き
る

　

夏
は
紫
外
線
や
暑
さ
だ
け
で

な
く
、
冷
房
や
食
欲
低
下
、
睡

眠
不
足
な
ど
、
体
の
内
側
に
も

負
担
が
か
か
る
季
節
で
す
。
肌

の
調
子
が
い
ま
ひ
と
つ
…
と
感

じ
る
と
き
、
そ
れ
は
外
側
の

ケ
ア
だ
け
で
は
補
い
き
れ
な

い
「
内
側
の
乱
れ
」
が
原
因
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要

な
の
が
、
イ
ン
ナ
ー
ケ
ア
。
肌

も
体
も
整
え
る
、
夏
こ
そ
始
め

た
い
内
面
か
ら
の
習
慣
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
中
で
も
、
近
年
再

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
本

古
来
の
自
然
調
味
料
「
梅
酢
」。

梅
干
し
を
作
る
と
き
に
取
れ
る

副
産
物
で
、
ク
エ
ン
酸
が
非
常

に
豊
富
。
こ
の
成
分
に
は
、
疲

労
回
復
、
食
欲
増
進
、
腸
内
環

境
の
改
善
、
代
謝
促
進
、
抗
菌

作
用
な
ど
、
夏
の
体
に
嬉
し
い

効
果
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
日
本
で
も
梅
酢
の

機
能
性
が
見
直
さ
れ
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
志
向
の
方
を
中
心
に
人
気

が
再
燃
中
。
私
自
身
、
夏
バ
テ

し
や
す
い
季
節
は
白
湯
に
梅
酢

を
ひ
と
さ
じ
入
れ
て
、
朝
や
寝

起
き
に
飲
ん
で
い
ま
す
。
爽
や

か
な
酸
味
が
体
を
す
っ
き
り
目

覚
め
さ
せ
て
く
れ
る
感
覚
が
あ

り
、
胃
腸
に
も
優
し
い
の
が
魅

力
。
ま
た
、
梅
酢
＋
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
の
即
席
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

も
お
す
す
め
。
サ
ラ
ダ
は
も
ち

ろ
ん
、
冷
奴
や
蒸
し
野
菜
に
も

よ
く
合
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
炊

き
あ
が
っ
た
ご
は
ん
に
少
量
混

ぜ
て
ほ
ん
の
り
酸
味
の
あ
る

「
梅
酢
ご
は
ん
」
に
す
る
の
も

手
軽
で
美
味
し
い
使
い
方
。
食

欲
が
落
ち
が
ち
な
暑
い
日
で

も
、
さ
っ
ぱ
り
と
食
べ
ら
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
基
本
の
栄
養

バ
ラ
ン
ス
も
忘
れ
ず
に
。
夏
は

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
や
Ｃ
、
ミ
ネ

ラ
ル
が
不
足
し
が
ち
な
の
で
、

Ｌ-

シ
ス
テ
イ
ン
＋
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
な
ど

の
サ
プ
リ
を
補
助
的
に
使
い
な

が
ら
、
バ
ナ
ナ
・
キ
ウ
イ
・
ヨ

ー
グ
ル
ト
の
腸
活
ス
ム
ー
ジ
ー

や
、
発
酵
食
品
（
納
豆
・
甘
酒
・

味
噌
）
も
意
識
的
に
取
り
入
れ

る
の
が
お
す
す
め
で
す
。「
食

べ
る
ケ
ア
」
で
肌
も
心
も
元
気

に
。
夏
の
疲
れ
や
ダ
メ
ー
ジ
に

負
け
な
い
体
づ
く
り
を
、
日
々

の
食
卓
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
のYukie 

Natori New York Salon 

＆ 
Spa　

代
表
。
東
京
、
銀
座
で

ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
し
日

米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ

ル
な
美
を
提
供
し
て
い
る
。
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夏
の
体
に
嬉
し
い
「
梅
酢
」

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
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Ｑ　

現
在
、
息
子
が
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
10
年
生
に
在
籍
し
て
い

ま
す
。
卒
業
後
に
帰
国
し
て
日

本
の
大
学
を
受
験
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
か
ら
ど
の
よ

う
な
準
備
が
必
要
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

　

Ａ　

10
年
生
と
な
る
と
、
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
２
年
と
な
り
学
校

生
活
に
慣
れ
て
楽
し
く
な
っ
て

く
る
頃
で
す
ね
。
こ
の
時
期
か

ら
日
本
で
の
大
学
受
験
に
向
け

て
、
計
画
的
に
準
備
を
進
め
ま

し
ょ
う
。 

　

日
本
の
国
立
大
学
、
私
立
大

学
で
は
、
外
国
学
校
出
身
者
特

別
選
抜
と
し
て
帰
国
生
の
た
め

の
入
試
を
実
施
し
て
い
る
学

部
・
学
科
が
あ
り
ま
す
。
試
験

内
容
は
大
学
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
在
学

中
に
す
る
べ
き
こ
と
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
か
ら
整
理
し
ま
す
。 

　

ア
メ
リ
カ
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

を
卒
業
す
る
の
が
６
月
と
な
り

ま
す
。
一
番
早
い
大
学
で
７
月

初
旬
か
ら
出
願
が
始
ま
り
、
９

月
〜
12
月
に
か
け
て
私
立
大
学

の
入
試
、
年
明
け
の
１
月
〜
２

月
に
国
立
大
学
の
入
試
が
行
わ

れ
ま
す
。
帰
国
は
卒
業
後
、
な

る
べ
く
早
い
時
期
を
お
勧
め
し

ま
す
。
帰
国
後
は
、
帰
国
生
ク

ラ
ス
の
あ
る
大
学
受
験
塾
で
入

試
対
策
を
す
る
の
が
一
般
的
で

す
。
こ
う
し
た
塾
の
中
に
は
、

保
護
者
が
帰
国
で
き
な
い
場
合

に
備
え
、
寮
を
完
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
大
学
で
出
願
時
に
提
出
す

る
「
志
望
理
由
書
」
も
し
っ
か

り
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
早
め
に
受
験
モ
ー
ド
に
入

る
よ
う
に
し
ま
す
。 

　

次
に
、
今
ア
メ
リ
カ
滞
在
中

に
す
る
べ
き
こ
と
。
10
年
生
に

と
っ
て
大
学
受
験
は
ま
だ
先
で

す
。
ま
ず
は
現
地
校
の
勉
強
を

し
っ
か
り
や
る
こ
と
で
す
。
授

業
も
難
化
し
単
位
数
が
増
え
て

忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
少
し
で

も
い
い
成
績
を
目
指
し
た
い
も

の
で
す
。
出
願
時
に
学
校
成
績

の
提
出
を
求
め
る
大
学
も
あ
り

ま
す
し
、
成
績
優
秀
者
で
表
彰

さ
れ
れ
ば
活
動
実
績
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。
日
本
の
大

学
で
何
を
学
び
た
い
か
が
明
確

に
な
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
で

も
大
切
で
す
。 

　

学
校
の
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
自
分
自
身
の
経
験
を
広

げ
て
い
く
こ
と
は
小
論
文
や
面

接
で
も
役
立
ち
ま
す
。
私
立
大

学
の
入
試
で
は
活
動
報
告
書
を

求
め
る
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
ぜ

ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

　

そ
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、
Ｓ

Ａ
Ｔ
の
受
験
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
は
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
ス
コ

ア
の
提
出
が
必
須
と
な
り
ま

す
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
は
、
滞
在
国
の
統

一
試
験
の
ス
コ
ア
提
出
を
求
め

る
大
学
の
場
合
に
必
要
で
す
。

ど
ち
ら
も
、
10
年
生
の
後
半
く

ら
い
か
ら
対
策
を
始
め
る
と
安

心
で
す
。
日
系
の
大
手
塾
に
通

塾
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
塾

も
あ
る
の
で
自
分
に
あ
っ
た
や

り
方
で
進
め
ま
し
ょ
う
。
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
も
Ｓ
Ａ
Ｔ
も
、
い
つ
最

初
の
受
験
を
す
る
か
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
、
計
画
的
に
受

験
し
て
、
12
年
生
の
間
に
ベ
ス

ト
ス
コ
ア
を
出
せ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
英
検
は
、
準
１
級

を
確
実
に
取
得
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。 

　

も
う
一
つ
、
学
部
学
科
問
わ

ず
入
試
で
課
さ
れ
る
の
が
日
本

語
に
よ
る
小
論
文
で
す
。
と
い

っ
て
も
、
今
か
ら
小
論
文
の
練

習
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
読
書
を
通
し
て
語

彙
を
増
や
し
、
日
本
語
力
の
向

上
を
意
識
す
る
こ
と
。
現
地
校

の
勉
強
や
活
動
か
ら
自
分
の
中

の
知
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

今
は
大
事
で
す
。 

　

そ
し
て
、
日
本
の
大
学
の
合

同
説
明
会
や
、
塾
主
催
の
大
学

入
試
セ
ミ
ナ
ー
に
必
ず
参
加
し

ま
し
ょ
う
。
大
学
の
担
当
者
の

方
か
ら
実
際
に
お
話
が
聞
け
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
入
試
に
つ
い

て
は
、
毎
年
何
ら
か
の
変
更
点

が
あ
る
の
で
情
報
収
集
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。 

　

ど
の
大
学
を
受
け
る
に
し
て

も
、「
海
外
で
の
経
験
を
ふ
ま

え
て
、
日
本
で
何
を
学
び
た
い

の
か
、
そ
れ
を
自
分
の
将
来
に

ど
う
つ
な
げ
て
い
き
た
い
か
」

が
問
わ
れ
ま
す
。 

　

最
も
多
感
な
時
期
を
ア
メ
リ

カ
の
学
校
で
過
ご
す
経
験
は
、

ご
子
息
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産

で
す
。
卒
業
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
吸
収
し
な
が
ら
、
来
る

大
学
受
験
に
向
け
て
準
備
な
さ

っ
て
く
だ
さ
い
。 

「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

海
外
赴

任
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
面
談
・

電
話
・
メ
ー
ル
に
て
相
談
を
承

っ
て
い
ま
す
。
帰
国
前
・
帰
国

後
の
心
配
事
な
ど
、
同
じ
よ
う

に
海
外
で
子
育
て
を
経
験
し
た

ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
対
応
い
た

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生海外赴任サポート
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
1983年 10月設立。海外在住経験
のある母親たちのボランティア団
体。海外赴任のアドバイス、帰国
子女入試・編入など、海外生活教
育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生海外赴任サポート   岩上友恵 相談員
滞在歴と滞在時の子供の年齢：米ニューヨーク・サンディエゴ 4年、
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現地校から日本の大学を受験するには

　

Ｎ
Ｙ
市
公
立
学
校
は
、
生
徒

が
授
業
時
間
中
に
携
帯
電
話
を

使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

「
教
室
内
携
帯
電
話
禁
止
法
」

の
今
秋
実
施
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
州
知

事
と
Ｎ
Ｙ
市
公
立
学
校
の
メ
リ

ッ
サ
・
ア
ビ
レ
ス
＝
ラ
モ
ス
理

事
長
は
2
日
、
教
師
、
管
理
者
、

生
徒
ら
と
座
談
会
を
開
き
、
同

法
と
そ
の
実
施
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
5

月
、
Ｎ
Ｙ
州
の
す
べ
て
の
公
立

学
校
に
適
用
さ
れ
る
こ
の
新
方

針
を
発
表
。
教
室
で
の
携
帯
電

話
の
影
響
に
つ
い
て
関
係
者
と

話
し
合
い
、
報
告
書
『More 

Learning, Less Scrolling

： 

（
注
意
散
漫
の
な
い
学
校
づ
く

り
）
を
制
作
。
12
年
生
ま
で
の

生
徒
が
い
る
学
校
は
、
8
月
8

日
ま
で
に
実
施
計
画
を
準
備
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
報
告
書
は
、
10
代
の
若
者

の
電
話
使
用
に
関
す
る
外
科
医

の
統
計
を
引
用
。
ア
メ
リ
カ
の

テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
95
％

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

お
り
、
1
日
平
均
２
５
０
通
の

通
知
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。
特
に
学
校

で
の
ス
マ
ホ
使
用
の
増
加
は
、

注
意
力
、
情
報
保
持
力
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
レ
ベ
ル
を
損
な
う
可
能

性
が
あ
る
。
ホ
ウ
ク
ル
知
事
、

学
校
指
導
者
、州
議
会
議
員
は
、

こ
の
新
し
い
法
律
が
公
立
学
校

で
の
学
習
を
改
善
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。Distraction-

Free

（
注
意
力
散
漫
防
止
）
に

関
す
る
詳
細
は
ホ
ウ
ク
ル
知

事
が
立
ち
上
げ
た
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.ny.gov/

programs/distraction-free-
schools-implementation-
resources

を
参
照
す
る
。

公
立
校
で
携
帯
電
話
禁
止

今
秋
実
施
に
向
け
準
備
開
始

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
、
11

日
に
１
学
期
終
業
式
を
行
っ

た
。は
じ
め
に
校
長
先
生
か
ら
、

学
校
生
活
の
中
で
、
普
段
の
授

業
や
校
内
行
事
「
夏
ま
つ
り
」

の
様
子
か
ら
伺
え
た
子
ど
も
た

ち
の
持
て
る
力
や
た
く
さ
ん
の

頑
張
り
を
誉
め
た
後
に
、
も
う

少
し
挨
拶
を
頑
張
っ
て
欲
し
い

と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
最
近
2

年
生
が
大
き
な
声
で
全
校
児

童
・
生
徒
に
挨
拶
す
る
姿
を
例

に
し
、「
あ
の
よ
う
に
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
2
年
生
も
そ
の
場
で
お
手

本
と
な
る
挨
拶
を
披
露
し
た
。

　

次
に
、
初
等
部
・
中
等
部
の

各
学
年
か
ら
代
表
が
1
学
期
の

振
り
返
り
を
発
表
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
、
算
数
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
（
ア
メ

リ
カ
人
教
師
に
よ
る
英
語
の
授

業
）・
英
検
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
各
教
科
の
頑
張
り
や
努
力

す
る
大
切
さ
を
伝
え
た
。
中
等

部
生
徒
は
、
上
級
生
と
し
て
の

責
任
感
や
期
末
試
験
な
ど
の
定

期
試
験
へ
の
取
り
組
み
方
、
ボ

ス
ト
ン
宿
泊
体
験
学
習
か
ら
学

ん
だ
こ
と
や
楽
し
い
思
い
出
な

ど
を
発
表
し
た
。
代
表
者
の
中

に
は
、
こ
の
終
業
式
を
最
後
に

日
本
へ
本
帰
国
す
る
児
童
・
生

徒
も
お
り
、
長
年
通
っ
た
Ｎ
Ｊ

校
へ
の
思
い
、
仲
間
、
友
だ
ち
、

後
輩
へ
伝
え
た
い
楽
し
か
っ
た

こ
と
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
体
験

で
き
た
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
は
ア
メ

リ
カ
で
の
体
験
を
生
か
し
て
い

き
た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

楽
し
い
思
い
出
を
発
表

1学期終業式
NJ日本人学校

　

一
学
期
終
了
に
際
し
て

み
ん
な
の
前
で
思
い
出
な

ど
を
紹
介
す
る
児
童
・
生

徒
た
ち

　

日
本
財
団
は
5
月
19
日
よ
り

２
０
２
５
年
度
日
本
財
団
・
日

系
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
「
夢
の
実

現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
募
集
を

開
始
し
て
い
る
。
締
め
切
り
が

7
月
31
日
と
間
近
に
迫
っ
て
い

る
が
、
将
来
の
日
本
留
学
の
参

考
に
な
る
た
め
、
概
要
を
紹
介

す
る
。

　

期
間
は
最
大
５
年
ま
で
、
日

本
へ
の
渡
航
費
用
、
学
費
、
生

活
費
を
年
間
30
人
の
日
系
人
を

対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

留
学
先
は
各
応
募
者
本
人
が
準

備
す
る
こ
と
が
条
件
。

　

日
本
財
団
日
系
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
プ
と
は
、
居
住
国
と
日
本
と

の
間
の
理
解
促
進
や
居
住
国
・

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る

た
め
の
具
体
的
な
計
画
や
夢
を

持
つ
若
い
日
系
人
に
対
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
日
本
留
学
の

機
会
を
与
え
る
た
め
の
奨
学
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

募
集
人
数
は
30
名
程
度
。
募

集
期
間
は
２
０
２
５
年
5
月
19

日
〜
7
月
31
日
。
選
考
方
法
は

１
次
選
考
（
8
月
下
旬
）、　

書

類
審
査
、
２
次
選
考
（
9
月
下

旬
〜
10
月
上
旬
）
面
接
、
最
終

合
否
決
定 

10
月
末
。

　

留
学
生
へ
の
支
給
内
容
＝
往

復
航
空
運
賃
、 

受
験
料
、
入
学

金
、
授
業
料
等
学
校
に
支
払

う
経
費
実
費
、 

生
活
費
・
月
額

14
万
円
。
住
居
費
実
費
（
上
限

月
額
５
万
円
）、
敷
金
・
礼
金

（
上
限
２
万
円
）、通
学
定
期
代
、

医
療
保
険
（
共
済
）
費
等
、
集

合
研
修
会
費
な
ど
。

　

応
募
方
法
・
書
類
に
つ
い

て
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://jadesas.or.jp/jp/
scholar_entry_agreement/　

参
照
。 日本財団が奨学金

対象は日系の学生
応募締め切り迫る

http://www.gwjs.org
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://newjerseyjapaneseschool.org/
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
https://www.ny.gov/programs/distraction-free-schools-implementation-resources
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夏
真
っ
盛
り
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

音
楽
家

に
と
っ
て
夏
は
、
各
地
で
の
夏

季
講
習
会
、
音
楽
祭
、
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
普
段
と
違
う
演

奏
の
機
会
も
多
く
、
私
も
こ
れ

ま
で
生
徒
と
し
て
講
師
と
し

て
、
色
々
と
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
甲
乙
つ
け
難

く
、
愛
お
し
く
も
大
切
な
思
い

出
で
す
が
、
一
つ
群
を
抜
い
て

忘
れ
難
い
思
い
出
が
あ
り
、
今

回
は
そ
れ
を
シ
ェ
ア
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ラ
ド
州
ア
ス
ペ
ン
は
上

質
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
有
名
で
す
が
、
夏
に
は
全
米

一
、
ニ
を
争
う
規
模
の
音
楽
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。私
は
そ
の
夏
、

講
習
生
と
し
て
オ
ペ
ラ
出
演
の

他
、
個
人
レ
ッ
ス
ン
や
公
開
レ

ッ
ス
ン
、
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
コ
ン
サ

ー
ト
等
、
音
楽
漬
け
の
充
実
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る

事
を
心
底
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
が
反
面
、
飛
行
機
の
手

配
や
滞
在
場
所
探
し
、
夏
の
間

留
守
に
す
る
自
分
の
部
屋
の
サ

ブ
レ
ッ
ト
探
し
な
ど
、
練
習
の

他
の
準
備
も
沢
山
あ
っ
た
上
、

現
地
の
滞
在
先
も
な
か
な
か
見

つ
か
ら
ず
不
安
に
な
っ
て
い
た

所
、
出
発
間
近
に
良
さ
そ
う
な

部
屋
が
見
つ
か
り
、
一
緒
に
シ

ェ
ア
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
声

楽
科
の
友
人
と
、
漸
く
準
備
が

整
っ
た
と
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
場
に
も
近
く
素
敵
な

部
屋
の
女
性
オ
ー
ナ
ー
は
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
、
当
日
も
わ
ざ
わ

ざ
空
港
に
迎
え
に
来
て
く
れ
、

私
達
は
期
待
で
胸
一
杯
で
し
た

が
、
現
地
で
待
っ
て
い
た
の
は

な
ん
と
、ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
。

鍵
が
つ
い
て
い
な
い
玄
関
（
治

安
が
良
い
か
ら
鍵
は
不
要
と
の

事
）、
窓
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
な
い
窓
用
の
穴
（
動
物
も
人

も
出
入
り
し
放
題
）、
お
湯
が

ほ
ぼ
出
な
い
シ
ャ
ワ
ー
（
暑
い

の
で
お
湯
は
必
要
な
し
と
の

事
）、
天
井
も
低
く
エ
ア
コ
ン

も
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
な
い
リ

ビ
ン
グ
。
拙
い
英
語
で
必
死
に

私
達
は
家
主
に
抗
議
し
た
も
の

の
、
自
分
は
問
題
も
な
く
こ
こ

で
暮
ら
し
て
い
る
し
、
何
か
あ

っ
た
ら
こ
こ
に
電
話
し
て
と
早

口
で
ま
く
し
た
て
、
サ
ッ
サ
と

退
散
。

　

ナ
イ
ー
ブ
な
私
達
は
、
彼
女

に
言
わ
れ
る
ま
ま
家
賃
全
額
を

既
に
払
っ
た
後
だ
っ
た
事
も
あ

り
、
全
て
が
あ
と
の
祭
り
。
そ

の
日
は
た
だ
た
だ
茫
然
と
し

て
、
二
人
泣
き
じ
ゃ
く
る
ば
か

り
で
し
た
が
、
そ
の
後
周
り
の

人
々
の
助
け
と
協
力
の
お
陰

で
、ま
と
も
な
場
所
に
移
動
し
、

更
に
そ
の
オ
ー
ナ
ー
を
訴
え
る

事
に
し
裁
判
す
る
事
に
し
ま
し

た
。
従
っ
て
講
習
会
中
は
、
音

楽
の
勉
強
と
裁
判
の
準
備
で

そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
で
し
た

が
、
音
楽
に
没
頭
し
大
い
に

勉
強
し
よ
う
と
し
て
い
た
生

活
を
台
無
し
に
さ
れ
た
私
達

の
憤
り
は
凄
ま
じ
く
、
何
と

か
裁
判
ま
で
こ
ぎ
つ
け
、
そ

し
て
勝
訴
し
た
の
で
す
。

　

と
、
こ
う
し
て
書
く
と
短

い
話
な
の
で
す
が
、
当
然
そ

の
期
間
中
は
山
あ
り
谷
あ
り

で
、
何
度
も
挫
け
そ
う
に
な

り
、
訴
え
を
取
り
下
げ
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
が
、
そ
の

度
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
現

れ
、
何
と
か
2
か
月
間
を
乗

り
切
り
、
結
果
と
し
て
か
け

が
え
の
な
い
ラ
イ
フ
レ
ッ
ス

ン
を
得
た
夏
と
な
っ
た
の
で

す
。
と
言
う
わ
け
で
、
ど
ん

な
に
大
変
な
時
間
で
も
、
後

に
な
っ
て
み
れ
ば
話
の
ネ
タ

の
一
つ
で
あ
り
、
自
分
を
強

く
し
て
く
れ
る
経
験
で
あ
り
、

あ
る
程
度
ど
ん
な
事
で
も
、

若
い
う
ち
は
成
長
の
糧
に
な

る
も
の
だ
な
と
月
並
み
な
が

ら
そ
う
思
い
ま
す
。
現
在
我

が
娘
も
、
何
週
間
も
親
元
を

離
れ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
中
で

す
が
、
一
体
ど
ん
な
経
験
を

携
え
て
帰
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
か
・
・
・
？

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
国
立
音
楽
大
学
、

東
京
藝
術
大
学
修
士
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
デ
ィ
プ
ロ
マ
取
得
。

京
都
城
陽
大
使
。

夏の音楽祭での裁判
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こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
の
か

ぶ
と
む
し
グ
ル
ー
プ
（
５
〜
７

歳
）
の
子
ど
も
達
は
15
日
、
日

本
の
伝
統
芸
能
「
日
本
舞
踊
」

を
体
験
し
た
。
舞
踊
家
の
先

生
を
招
き
、
浴
衣
を
着
て
参

加
。「
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
を
し
、
ま
ず
は

先
生
の
「
日
本
舞
踊
」
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
と
し

た
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
洗
練
さ

れ
た
所
作
や
優
雅
な
身
の
こ
な

し
を
前
に
、
子
ど
も
た
ち
は
少

し
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
男
女
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
「
桜
」
や
「
ね
ず
み
」
を

　

ア
ー
ト
で
世
界
平
和
を
実
現

す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
団
体

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
主
催
に
よ
る
グ
ル

ー
プ
展JAPANISM 2025

が

チ
ェ
ル
シ
ー
の
「
ノ
ー
ホ
ー
Ｍ 

55
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
28
丁
目

５
４
８
番
地
６
３
４
号
室
）
で

開
催
中
だ
。
気
鋭
の
日
本
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
73
人
に
よ
る

１
２
０
点
が
出
展
。
３
期
に
分

け
て
8
月
2
日
ま
で
展
示
が
続

く
が
、
7
月
17
日
に
開
か
れ
た

第
１
期
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は

観
客
２
０
０
人
近
く
が
詰
め
か

け
創
造
力
の
競
演
に
た
め
息
を

漏
ら
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

テ
ー
マ
に
し
た
踊
り
を
指
導

し
て
も
ら
っ
た
。
先
生
は
「
星

が
あ
る
よ
」「
袂
（
た
も
と
）

を
持
っ
て
」「
最
後
は
か
わ
い

い
ポ
ー
ズ
」
な
ど
、
分
か
り

や
す
い
言
葉
で
音
楽
に
合
わ

せ
な
が
ら
動
き
を
教
え
、
子

ど
も
た
ち
は
見
よ
う
見
ま
ね

で
表
現
し
よ
う
と
す
る
姿
が

あ
っ
た
。
振
り
や
歌
の
背
景

を
感
じ
な
が
ら
、
身
体
で
表

現
す
る
。
日
本
舞
踊
を
通
じ

て
子
ど
も
達
は
新
し
い
表
現

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

こ
の
踊
り
は
翌
週
の
夏
祭
り

で
披
露
す
る
。

国
内
外
か
ら
駆
け
付
け
た
作
家

の
姿
も
あ
り
、
祝
宴
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
た
。

　

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
会
員
で
青
森
県
在

住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
佐
藤
涼
さ

ん
も
そ
の
一
人
。
重
度
の
脳
性

ま
ひ
で
四
肢
の
自
由
が
全
く
き

か
ず
、発
声
に
も
苦
労
す
る
が
、

筆
を
唇
に
く
わ
え
る
独
特
な
手

法
で
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
を
手
が
け
て
い
る
。

昨
年
末
に
は
青
森
県
立
美
術
館

で
個
展
も
披
露
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
に
お
け
る
展
示
は
３
回

目
。
今
回
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ア

リ
ア
ナ
・
デ
ロ
ー
サ
さ
ん
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
公

開
制
作
を
披
露
し
た
。
2
人
の

出
会
い
は
昨
年
の
Ｎ
Ｙ
訪
問

時
。
米
国
行
き
の
飛
行
機
内
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
に
困

っ
て
い
た
佐
藤
さ
ん
に
同
乗
し

て
い
た
ア
リ
ア
ナ
さ
ん
が
救
い

の
手
を
差
し
伸
べ
た
と
こ
ろ
か

ら
友
情
が
芽
生
え
た
。
芸
術
家

同
士
で
意
気
投
合
し
た
2
人

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
さ
ら

に
交
流
を
深
め
、
昨
春
に
は
ア

リ
ア
ナ
さ
ん
が
教
鞭
を
と
る
小

学
校
の
生
徒
に
向
け
て
の
配
信

授
業
も
実
現
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
血

の
出
る
よ
う
な
英

会
話
の
特
訓
も
し

た
と
い
う
。

　

JAPANISM

展

で
は
、
持
ち
時
間

15
分
で
ア
リ
ア
ナ

さ
ん
が
流
麗
な
ピ

ア
ノ
曲
を
演
奏
す

る
間
、
佐
藤
さ
ん

が
口
に
く
わ
え
た

筆
ペ
ン
を
一
心
不

乱
に
走
ら
せ
た
。

何
が
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
緊
張
し

た
空
気
の
中
、
観

客
は
2
人
の
芸
術
に
目
と
耳
を

と
が
ら
せ
た
。「
私
た
ち
は
一

緒
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
涼
は
絵
の
内
容
を
私
に

も
秘
密
に
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
演
奏
の
練
習
こ
そ
し
て
い
ま

し
た
が
、
私
た
ち
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
シ
ン
ク
ロ
で
き
た
の
は

ま
さ
し
く
２
人
の
即
興
的
な
直

感
に
負
う
も
の
で
す
」
と
ア
リ

ア
ナ
さ
ん
。
実
演
開
始
か
ら
約

13
分
後
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に

絵
の
全
貌
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ピ

ア
ノ
演
奏
も
頂
点
に
向
か
う
。

「
涼
が
ピ
ア
ノ
を
弾
く
私
を
描

い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た

時
、
私
は
涙
を
禁
じ
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
た
ち
は
途
方
も
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
信
頼
関
係
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
観
客
の

方
々
に
も
き
っ
と
、
2
人
の
親

愛
と
尊
敬
を
、
目
に
見
え
る
も

の
、
耳
に
聞
こ
え
る
も
の
と
し

て
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

日
本
舞
踊
を
体
験

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

終
演
後
、
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
に
満
面
の
笑
顔
で
応
え
た

佐
藤
さ
ん
。
観
客
か
ら
の
「
ク

ー
ル
だ
よ
！
」の
掛
け
声
に「
そ

り
ゃ
そ
う
だ
、
僕
の
名
前
は
ク

ー
ル
（
涼
）
だ
か
ら
ね
！
」
と

英
語
の
ジ
ョ
ー
ク
で
切
り
返

し
、
堂
々
と
し
た
Ｎ
Ｙ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
ぶ
り
を
み
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
英
雄
）

佐藤 涼の即興芸術
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北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

ス
キ
ッ
プ
で
近
づ
い
て
く
る
夏
休
み　澪

つ
く
し 

Ｎ
Ｙ
州

新
緑
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
ハ
イ
ラ
イ
ン　

舞
矢 

愛 

Ｎ
Ｙ
州

旅
立
ち
の
梅
雨
入
り
前
を
後
に
し
て　
　

岡
部
加
都
恵 

Ｎ
Ｊ
州

火
炙
り
の
岩
に
寄
り
添
う
苔
の
花　

は
ぎ
は
ら
敏
子 

Ｎ
Ｙ
州

葉
桜
や
木
陰
の
取
り
持
つ
縁
あ
り
て　

 

川
越
範
子 

Ｐ
Ａ
州

長
電
話
溶
け
て
な
く
な
る
か
き
氷玉

眞
味
和 
Ｐ
Ａ
州

恒
例
の
夏
の
上
空
時
差
超
え
て　永

井
千
寿 

Ｎ
Ｊ
州

か
ぶ
と
虫 

好
き
な
遊
び
は 

か
く
れ
ん
ぼ　

児
玉
莉
乃 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

８
歳
）

つ
か
ま
え
た 

コ
ッ
プ
の
か
え
る 

緑
色 猿

渡 

朱 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

９
歳
）

弟
と 

二
人
で
な
が
め
る 

夜
の
波　小

林
綾
人 

Ｍ
Ａ
州　
　

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４　

９
歳
）

夏
休
み 

走
り
つ
か
れ
て 

お
に
の
顔　松

本
ま
や 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４　

９
歳
）

わ
っ
き
ら
り 

コ
ー
ン
の
か
わ
む
き 

金
の
つ
ぶ　

二
宮
智
花 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
２　

８
歳
）

部
活
後
の 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム 

星
五
つ 　

芳
友
花
帆 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
中
３　

14
歳
）

祖
母
の
手
と 

あ
の
日
の
故
郷 

麦
の
秋 　

芳
友
孝
太
朗 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２　

16
歳
）

　

heat wave
the mustard
goes to seed

─Rick Jackofsky, NY

hunter’s moon
an orb weaver’s
partial eclipse
─Edward Cody Huddleston, GA

asleep
with a book
on her face
solstice afternoon

─Julie Schwerin, WI

dawn light . . .
unspooling a daylily’s
gold
─Marilyn Ashbaugh, MI

heat dome
the smooth swell
of hickory nuts

─Ruth Holzer, VA
 

「6月選考通過作品」
　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2025」の6月分の応募を締め切り、厳

正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い
たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き7月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
7 7/1/25 7/31/25 11:59:59pm 7/31/25
8 8/1/25 8/30/25 11:59:59pm 8/31/25
9 8/31/25 9/30/25 11:59:59pm 9/30/25
10 10/1/25 10/31/25 11:59:59pm 10/31/25

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

7 7/1/25 8/6/25 8/7/25 7 7 7
8 8/1/25 9/8/25 9/9/25 7 7 7
9 9/1/25 10/7/25 10/8/25 7 7 7
10 10/1/25 11/7/25 11/10/25 7 7 7

2025年（令和 7年）7月 26日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

where are we headed sp(ring) dreams
─Susan Burch, MD

half-submerged log all aboard for the sun
─Scott Mason, NY

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


（15）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 7年）7月 26日（土 )

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

戦
時
中
、
日
本
の
国
民
は

自
由
も
物
も
失
い
、
過
酷
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
物
資
や
食
料
が
不
足
し
、

配
給
制
に
よ
っ
て
米
や
し
ょ

う
ゆ
、
衣
類
な
ど
は
少
し
し

か
手
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鉄
や
石
油
は
軍
に
優
先
さ
れ
、

お
寺
の
鐘
や
町
の
銅
像
ま
で

も
供
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
子
は
徴
兵
さ
れ
、
ま
だ

10
代
の
少
年
や
大
学
生
ま
で

も
が
戦
場
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
も
例
外
で
は
な
く
、
25

歳
未
満
の
未
婚
女
性
は
「
女

子
勤
労
挺
身
隊
」
と
し
て
工

場
に
動
員
さ
れ
、
軍
需
品
を

つ
く
る
た
め
に
働
か
さ
れ
ま

し
た
。
空
襲
の
危
険
が
あ
る

都
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は

地
方
へ
「
学
童
疎
開
」
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
家
族
と
離
れ
、

知
ら
な
い
土
地
で
農
作
業
を

手
伝
い
な
が
ら
生
活
す
る
こ

と
は
、
と
て
も
心
細
く
、
つ

ら
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
思
想
や
言
論
の

自
由
も
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

政
府
や
軍
を
批
判
す
る
と
、

「
特
高
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
高

等
警
察
に
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
で
は
「
隣
組
」
に
入
れ

ら
れ
、
金
属
回
収
や
防
空
訓

練
な
ど
へ
の
協
力
が
義
務
と

さ
れ
、
さ
ぼ
る
と
「
非
国
民
」

と
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
社
会

で
し
た
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
戦
時
中

の
国
民
の
生
活
を
知
り
、
当

時
の
人
々
が
ど
れ
ほ
ど
我
慢

や
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
た

の
か
を
想
像
す
る
と
、
胸
が

苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
の

自
分
の
生
活
と
比
べ
る
と
、

そ
の
差
は
あ
ま
り
に
も
大
き

く
、
毎
日
学
校
に
通
い
、
食

べ
物
も
服
も
不
足
な
く
手
に

入
る
生
活
が
ど
れ
ほ
ど
恵
ま

れ
て
い
る
か
に
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
、
私
と
同
じ

く
ら
い
の
年
の
子
ど
も
た
ち

が
働
い
た
り
戦
場
に
送
ら
れ

た
り
し
て
い
た
こ
と
に
、
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
は
「
神

風
特
攻
隊
」
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
特
攻

と
は
、
戦
闘
機
に
爆
弾
を
積

み
、
敵
の
艦
船
に
体
当
た
り

し
て
攻
撃
す
る
と
い
う
作
戦

で
す
。
自
ら
の
命
を
犠
牲
に

し
て
戦
う
と
い
う
内
容
に
、

私
は
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

神
風
特
攻
隊
に
は
、
10
代

後
半
か
ら
20
代
の
若
者
た
ち

が
多
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
に
は
、
本
来
な
ら
ま
だ

未
来
が
あ
り
、
家
族
と
過
ご

す
時
間
や
夢
を
追
う
人
生
が

あ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で

も
命
令
に
従
い
、「
国
の
た
め
」

と
し
て
空
へ
と
飛
び
立
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

中
に
は
、
自
分
の
意
思
で

志
願
し
た
と
さ
れ
る
人
も
い

ま
す
が
、
実
際
に
は
断
る
こ

と
が
で
き
ず
、
苦
し
み
な
が

ら
決
断
を
迫
ら
れ
た
人
も
多

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
そ
の
こ
と
を
知
り
、「
な

ぜ
こ
こ
ま
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う

疑
問
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
若
者
の
命
が
こ
ん
な
に

も
軽
く
扱
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
。
な
ぜ
社
会
全
体
が
そ

れ
を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た

の
か
。

　

平
和
な
時
代
に
生
き
る
私

に
と
っ
て
、
特
攻
は
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
現
実
で
す
。

し
か
し
、当
時
は
「
国
の
た
め
」

「
名
誉
の
死
」
と
い
っ
た
考
え

が
強
く
、
人
の
命
や
個
人
の

幸
せ
は
後
回
し
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
戦
争
と
は
、
そ
れ

ほ
ど
ま
で
に
人
の
考
え
方
や

価
値
観
を
ゆ
が
め
て
し
ま
う

も
の
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

戦
争
を
止
め
る
に
は
、
ま

ず
「
命
の
重
さ
」
を
知
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
命
に
は
か
け

が
え
の
な
い
価
値
が
あ
り
、

そ
れ
を
奪
う
戦
争
は
、
ど
ん

な
理
由
が
あ
っ
て
も
許
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。

ま
た
、
過
去
に
起
こ
っ
た
こ

と
を
知
り
、
学
び
、
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
過
去
の
悲
劇
に

心
を
痛
め
、「
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
」
と
誓
う
こ
と
が
、

平
和
へ
の
第
一
歩
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
、「
神
風
特
攻
隊
」
と
「
戦

時
下
の
国
民
の
生
活
」
に
つ

い
て
学
び
、
戦
争
の
む
ご
さ

と
命
の
重
さ
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遠
い
過
去
の
こ
と
の
よ
う
に

思
え
て
も
、
戦
争
の
記
憶
は

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
戦
争
に
つ
い

て
学
び
続
け
、
平
和
の
大
切

さ
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
小
さ
な
こ
と

で
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
か

ら
少
し
ず
つ
、
平
和
な
未
来

を
作
っ
て
い
く
努
力
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
１
年
）　

ぼ
く
は
、
生
か
つ
か
い
ど

う
き
ょ
う
し
つ
で
グ
リ
ニ
ッ

チ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
ぼ
く
が
心
に
の
こ
っ
た

こ
と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
本
や
さ
ん
に

あ
る
１
ば
ん
長
い
ペ
ー
ジ
の

本
が
１
１
７
４
ペ
ー
ジ
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
の
本
を
つ

く
っ
た
人
は
た
い
へ
ん
だ
っ

た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

１
日
で
読
む
の
は
、
た
い
へ

ん
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
む
か
し
か
ら

大
切
に
さ
れ
て
い
る
た
て
も

の
の
マ
ー
ク
を
18
こ
見
つ
け

た
こ
と
で
す
。
ず
っ
と
む
か

し
か
ら
あ
る
た
て
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ

ニ
ュ
ー
が
ず
っ
と
む
か
し
か

ら
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
も
思
い
ま
し
た
。

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ
ュ
ー

に
は
、
た
く
さ
ん
の
た
て
も

の
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
か
ぞ
く
で

ま
た
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
11
か
月
）

　
「『
不
便
』
の
価
値
を
見
つ

め
直
す
」
の
筆
者
、
川
上
浩

司
さ
ん
は
、
日
常
生
活
の
中

で
常
識
と
は
異
な
る
別
の
意

見
を
持
つ
こ
と
で
、
世
界
を

よ
り
多
様
に
見
る
こ
と
が
出

来
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
例
と
し
て
「
不

便
益
」
と
い
う
「
不
便
の
中

に
あ
る
便
利
な
点
」
と
い
う

物
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
さ
ら
に「
移
動
方
法
」や「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」、「
工
場
で
の

生
産
方
式
」
な
ど
の
事
例
を

用
い
て
、最
終
的
に
「
不
便
益
」

に
対
し
て
、
物
事
の
デ
ザ
イ

ン
や
日
常
生
活
に
生
き
る
発

想
だ
と
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
そ
ん
な
筆
者
の
意
見

に
賛
成
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

私
も
日
常
生
活
の
中
で
「
不

便
益
」
と
い
う
も
の
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
私
達

に
と
っ
て
身
近
な
ゲ
ー
ム
の

中
に
も
「
不
便
益
」
は
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
皆
さ
ん
は

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
時
に
、

広
告
を
見
て
難
易
度
を
下
げ

る
と
い
う
こ
と
を
し
た
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

機
能
は
、
様
々
な
ゲ
ー
ム
の

中
に
あ
り
、
中
々
ク
リ
ア
出

来
な
い
時
に
助
け
て
く
れ
、

と
て
も
便
利
な
機
能
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
機
能
の
せ
い

で
ゲ
ー
ム
が
簡
単
に
な
り
す

ぎ
て
し
ま
い
、
楽
し
さ
や
達

成
感
が
減
っ
て
し
ま
う
な
ど

の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
機
能
に
も

「
不
便
益
」
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

日
常
生
活
の
中
に
は
意
識
を

し
て
い
な
い
だ
け
で
、
視
点

を
変
え
れ
ば
様
々
な
「
不
便

益
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は

筆
者
の
意
見
に
賛
成
で
す
。

今
後
は
日
常
生
活
の
中
で
も

っ
と
「
不
便
益
」
を
意
識
し

て
探
し
、
よ
り
多
様
な
世
界

を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
１
か
月
）

「
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
悠
碧
　

「きょうだいげんか」
　ニューヨーク育英学園サタデースクール小４　　

　　　　　　　　　　　　　山口　愛実

「
た
の
し
か
っ
た『
グ

リ
ア
ベ
』た
ん
け
ん
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
達
己

「『
不
便
益
』
で
広
が
る
世
界
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
中
１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
永
　
乙
栞

　

私
に
と
っ
て
最
初
で
最
後

の
球
技
大
会
が
幕
を
開
け
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
ゴ
ー

ル
に
入
る
と
、「
パ
チ
っ
！
」

私
の
手
は
た
く
さ
ん
の
ハ
イ

タ
ッ
チ
で
ト
マ
ト
の
よ
う
に

真
っ
赤
に
な
っ
た
。
顔
に
は

笑
顔
が
広
が
り
、
心
が
躍
っ

た
。
一
カ
月
前
く
ら
い
に
は

名
前
も
顔
も
知
ら
な
か
っ
た

仲
間
た
ち
と
こ
ん
な
に
仲
良

く
な
っ
た
の
は
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
私
は
チ
ー
ム
メ
ー

ト
に
恵
ま
れ
、
ラ
ン
チ
や
練

習
の
間
、
み
ん
な
和
気
あ
い

あ
い
と
し
て
い
た
。
上
手
な

子
が
困
っ
て
い
る
子
を
教
え
、

失
敗
し
た
と
き
も
「
ド
ン
マ

イ
！
」
と
声
を
か
け
る
、
そ

れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
シ
ュ
ー
ト
は
観
客

席
か
ら
応
援
し
て
く
れ
た
り
、

コ
ー
ト
内
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
り
し
た
仲
間
た
ち

が
い
な
け
れ
ば
、
叶
わ
な
か

っ
た
。
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
前

に
パ
ス
を
し
て
く
れ
た
高
校

二
年
生
の
男
の
子
に
言
わ
れ

た
「
ナ
イ
ス
！
」
と
い
う
言

葉
が
心
に
残
っ
た
。
彼
は
、

私
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ー
ル

を
み
ん
な
に
送
り
続
け
、
た

く
さ
ん
の
点
を
稼
い
で
く
れ

た
。
自
分
で
シ
ュ
ー
ト
を
し

た
方
が
入
る
確
率
が
高
い
の

に
、
他
の
人
に
チ
ャ
ン
ス
を

分
け
て
く
れ
た
。
私
は
ず
っ

と
球
技
大
会
は
勝
ち
負
け
だ

「
先
輩
に
な
る
と
は
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
中
１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
木
田
　
翼

け
だ
と
思
っ
て
い
た
。け
れ
ど
、

そ
れ
は
違
う
と
そ
の
男
の
子
が

教
え
て
く
れ
た
。
み
ん
な
協
力

し
合
い
、
楽
し
む
、
そ
れ
も
勝

ち
負
け
と
同
じ
く
ら
い
大
切
だ

と
い
う
こ
と
を
。
私
は
、
自
分

が
試
合
に
参
加
し
て
い
な
い
と

き
、休
憩
し
て
い
た
。
し
か
し
、

彼
を
含
め
た
高
学
年
の
人
た
ち

は
、
疲
れ
て
い
る
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
み
ん
な
に
声
援
を
送
っ

て
い
た
。
チ
ー
ム
は
一
勝
三
敗

と
悔
し
い
結
果
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
経

験
な
っ
た
。
普
段
は
会
え
な
い

別
の
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
と
も
友

だ
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
先

輩
と
し
て
の
姿
勢
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
経
験

を
活
か
し
て
、
み
ん
な
に
優
し

く
、
頼
っ
て
も
ら
え
る
人
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
３
か
月
）

弟
と
け
ん
か

手
が
ふ
る
え
る

頭
が
い
た
く
な
る

や
め
な
さ
い
と
聞
こ
え
る

は
ら
が
立
つ

パ
ン
チ
し
た
く
な
る

足
が
き
ゅ
っ
と
な
る

わ
る
い
言
葉
が
聞
こ
え
る

ま
ゆ
毛
が
上
が
る

顔
が
赤
く
な
る

弟
の
「
ぷ
ん
」
と
い
う
声

仲
な
お
り
す
る
と

心
が
ゆ
る
む

落
ち
着
く

　
　
　
　

  　
（
米
国
生
ま
れ
）

https://japaneseschool.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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StuyTown

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
イ
ー
ス
ト
側
（
14
丁
目
〜
23

丁
目
、
1
番
街
〜
ア
ベ
ニ
ュ
ー
Ｃ
）
に
ま
た
が
る
広
大
な
住
宅

複
合
施
設
。
１
９
４
０
年
代
後
半
、
第
二
次
大
戦
後
に
退
役
軍

人
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
中
流
階
級
向
け
の
住
宅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
ま
り
、
１
９
７
０
〜
90
年
代
は
周
り

の
エ
リ
ア(

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
・Alphabet Ave

な
ど)

は
大

変
治
安
が
悪
か
っ
た
も
の
の
、 

敷
地
は
ガ
ー
ド
付
き
の
入
り
口
な

ど
、
公
園
や
緑
地
に
囲
ま
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
は
比
較

的
安
全
と
言
わ
れ
て
い

た
。
２
０
１
５
年
に
ブ

ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
買

収
さ
れ
て
か
ら
は
更
に

新
し
く
生
ま
れ
変
わ

り
、
今
は
ワ
ン
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
の
家
賃
が

５
０
０
０
ド
ル
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。
２
万

人
以
上
が
住
む
同
施

設
、
地
区
は
ま
さ
し
く

一
つ
の
大
き
な
町
の
様

で
、自
然
や
緑
も
多
く
、

子
供
向
け
の
公
園
も
幾

つ
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
空
気
の
流
れ
る

敷
地
の
中
は
Ｎ
Ｙ
の
街

の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
静
か
な
環
境
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
も
大

変
好
評
。
敷
地
内
で
は
リ
ス
も
走
り
回
る
姿
が
見
れ
ま
す
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
に
い
な
が
ら
緑
に
囲
ま
れ
て
ゆ
っ
く
り
過
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

間
取
り
は
ス
タ
ジ
オ
タ
イ
プ
か
ら
４
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
ま
で
約

３
３
０
０
ド
ル
〜
８
９
０
０
ド
ル
の
価
格
帯
。
敷
地
が
広
い
の

で
、
ど
の
ビ
ル
に
住
む
か
で
使
用
す
る
地
下
鉄
の
駅
な
ど
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
建
物
数
は
な
ん
と
１
１
０
棟 

。
ユ
ニ
ッ
ト
数

１
万
１
２
５
０
世
帯
。 

住
民
数
約
２
万
１
０
０
０
人 

。

１
９
４
０
年
代
後
半
に
建
造
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
３
９
１
・
５
５
４
７
、
Ｅ
メ
ー

ルmatsuzaki@able-global.com

　

松
﨑
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
エ
イ
ブ
ル
不
動
産
）

【Stuyvesant Town‒Peter Cooper Village】

マンハッタンに広がる巨大集合住宅群

　

旅
情
報
サ
イ
ト
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
ト

ラ
ベ
ル
は
「
２
０
２
５
年
に
最

も
訪
れ
る
べ
き
町
」
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
、
Ｎ
Ｙ
州
中
部
の

ト
ン
プ
キ
ン
ス
郡
イ
サ
カ
が
１

位
に
選
ば
れ
た
。
フ
ィ
ン
ガ
ー

レ
イ
ク
ス
の
カ
ユ
ー
ガ
湖
南
側

に
位
置
す
る
イ
サ
カ
に
は
、
コ

ー
ネ
ル
大
学
が
あ
り
、
直
径
10

マ
イ
ル
内
に
滝
は
１
５
０
か
所

以
上
、峡
谷
な
ど
自
然
豊
か
で
、

肥
沃
な
土
地
を
活
か
し
た
ワ
イ

ン
や
サ
イ
ダ
ー
の
産
地
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
活
気
が
あ
り
、

学
生
が
多
く
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

店
や
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
や
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

す
る
店
、
多
様
な
文
化
に
も
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
の
以
下
上
位
10

位
は
２
位
モ
ン
タ
ナ
州
ミ
ズ
ー

ラ
、
３
位
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
ア
シ
ュ
ビ
ル
、
４
位
オ
レ
ゴ

ン
州
ベ
ン
ド
、
５
位
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
州
ア
ナ
ポ
リ
ス
、
６
位
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ペ
タ
ル
ー

マ
、
７
位
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州

ラ
ス
ク
ル
ー
セ
ス
、
８
位
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ノ
ー
サ
ン
プ

ト
ン
、
９
位
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
州

ク
ラ
ー
ク
ス
デ
ー
ル
、
10
位
サ

ウ
ス
ダ
コ
タ
州
ラ
ピ
ッ
ド
シ
テ

ィ
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細
は

https://edition.cnn.com/
travel/best-towns-america-
list-2025

を
参
照
す
る
。

最
も
訪
れ
る
べ
き
町

イ
サ
カ
が
１
位
に

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
は
16

日
、
新
た
に
格
付
け
さ
れ
た
Ｎ

Ｙ
州
内
14
軒
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

発
表
し
た
。
同
ガ
イ
ド
の
サ

イ
ト
に
よ
る
と
、
覆
面
で
来

店
す
る
調
査
員
は
「
素
材
の

質
、
料
理
技
術
の
高
さ
、
味
付

け
の
完
成
度
、
独
創
性
、
そ

し
て
常
に
安
定
し
た
料
理
全

体
の
一
貫
性
な
ど
を
考
慮
す

る
」
た
め
、
内
装
や
テ
ー
ブ

ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
な
ど
は
重
要
視
し
な

い
。
す
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

約
４
０
０
店
に
今
年
追
加
さ
れ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の
お
ま
か
せ
寿

司
「
エ
ン
ソ
」、
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
日
系
居
酒
屋
・
ペ
ル
ー
料

理
「
パ
パ
・
サ
ン
」
の
ほ
か
カ

リ
ブ
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
メ
キ

シ
コ
、
東
欧
を
含
む
多
様
な
料

理
店
が
含
ま
れ
て
い
る
。
各
店

舗
の
詳
細
はhttps://guide.

michelin.com/en/article/
dining-out/new-additions-
to-the-michelin-guide-new-
york-2025

を
参
照
す
る
。

14店舗が追加に
25年版NYミシュランガイド

週刊NY生活

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
https://libretus.com/
mailto:matsuzaki@able-global.com
https://edition.cnn.com/
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米
子
市
美
術
館
で
開
催
し

て
い
た
（
２
０
２
５
年
6
月

28
日
―
7
月
13
日
）「
木
山
義

喬　

漫
画
四
人
書
生　

原
画

展
」
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

木
山
義
喬
（
き
や
ま
よ
し
た
か　

１
８
８
５
〜
１
９
５
１
）
と
い

っ
て
も
、
知
ら
な
い
方
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
鳥
取

県
日
野
郡
根
雨
村
（
現
在
の
日

野
町
）
の
出
身
で
、
大
正
か
ら

昭
和
の
初
め
に
か
け
て
ア
メ
リ

カ
で
活
躍
し
た
画
家
で
す
。

　

木
山
は
、
１
９
０
４
年
、
19

歳
の
時
に
洋
画
家
を
志
し
て
ア

メ
リ
カ
に
渡
り
、
当
時
移
民

の
習
慣
で
ア
メ
リ
カ
人
に
も

呼
び
や
す
い
よ
う
に
と
英
語

名
・
ヘ
ン
リ
ー
（
ペ
ン
ネ
ー

ム
はHenry Y. Kiyama

）
を

名
乗
り
ま
し
た
。
雑
用
係
と
し

て
働
く
か
た
わ
ら
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
美
術
学
校
に
学

び
、
風
景
画
や
人
物
画
な
ど
多

く
の
作
品
を
描
き
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
美
術
学
生
連
盟
（New 

York Art Students League

）

の
奨
学
金
も
受
け
て
い
ま
す
。

１
９
２
２
年
に
一
時
帰
国
し
、

１
９
２
３
年
に
結
婚
、
娘
も
生

ま
れ
ま
す
が
一
年
ほ
ど
で
離

婚
、
１
９
２
４
年
に
単
身
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
戻
り
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
本
人
街
で

あ
る
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
に

自
分
の
ス
タ
ジ
オ
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

木
山
の
名
前
が
世
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

１
９
３
１
年
、
留
学
先
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
発
表
し

た
『
漫
画
四
人
書
生
（The 

Four Immigrants Manga

）』

が
出
版
さ
れ
て
か
ら
で
す
。

１
９
０
４
年
に
米
国
西
海
岸
に

や
っ
て
き
た
自
身
を
含
む
4
人

の
日
本
人
（
ヘ
ン
リ
ー
、
フ
レ

ッ
ド
、
フ
ラ
ン
ク
、
チ
ャ
ー
リ

ー
）
の
１
９
２
４
年
ま
で
の
暮

ら
し
を
描
い
た
長
編
漫
画
『
漫

画
北
米
移
民
史
』
を
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
戻
っ
て
か
ら
改
題

し
、
日
米
両
国
で
出
版
し
た
も

の
で
、
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ

た
最
も
初
期
の
日
本
漫
画
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
書
は
、
ア
メ
リ
カ
本
の
体

裁
で
正
確
に
見
開
き
2
ペ
ー
ジ

に
白
黒
12
コ
マ
分
を
1
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
す
る
構
成
で
、
全
52
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
正
味
１
０
４
ペ
ー

ジ
に
及
ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開

さ
れ
、
フ
キ
ダ
シ
の
中
の
セ
リ

フ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
は
英
語
、

日
本
人
は
日
本
語
で
表
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
渡
米
日
系
移
民

一
世
か
ら
見
た
国
際
社
会
と
民

族
意
識
が
丹
念
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
、
日
本
移
民
排
斥
の

風
潮
が
激
化
す
る
１
９
３
７
年

に
日
本
に
帰
国
し
、
再
度
の
渡

米
を
期
す
も
の
の
第
二
次
世
界

大
戦
が
勃
発
し
、
二
度
と
渡
米

す
る
こ
と
な
く
、
１
９
５
１
年

に
66
歳
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

出
身
地
の
日
野
町
で
は
郷
土
の

先
達
の
一
人
と
し
て
記
憶
さ

れ
、
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
お

り
、
ほ
ど
近
い
米
子
市
美
術
館

で
は
不
定
期
に
木
山
の
展
示
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
展
覧
会
は
、
木
山
の
生
誕

１
４
０
年
を
記
念
し
て
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
同
館
が
所
蔵
す

る
『
漫
画
四
人
書
生
』
の
原
画

全
１
５
６
点
を
展
示
す
る
と
と

も
に
、
画
力
の
優
れ
た
木
山
の

油
彩
・
素
描
画
も
展
示
さ
れ
ま

し
た
。『
漫
画
四
人
書
生
』
は
、

２
０
１
２
年
の
「
鳥
取
県
漫
画

サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
を
機
に
、

復
刻
版
が
地
元
の
出
版
社
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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シ
チ
リ
ア
12
日
目
、
今
日
は

２
泊
３
日
の
海
外
旅
行
で
マ
ル

タ
へ
出
か
け
る
。
フ
ェ
リ
ー
で

車
ご
と
移
動
だ
。
間
が
悪
い
こ

と
に
フ
ェ
リ
ー
の
時
間
は
夕
方

６
時
半
、
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
ま
で

の
移
動
時
間
を
２
時
間
取
っ
た

と
し
て
も
、
有
り
余
る
時
間
が

あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
あ
ま
り

派
手
に
遊
ん
で
疲
れ
て
し
ま
い

た
く
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
、

Ragusa

と
い
う
途
中
の
街
を

見
つ
け
て
、
こ
こ
に
あ
る
世
界

遺
産
の
大
聖
堂
を
観
る
こ
と
に

し
た
。

　

や
は
り
シ
チ
リ
ア
は
敬
虔
な

カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
だ
。
道
中
に

は
綺
麗
な
村
が
散
在
す
る
が
ど

こ
も
大
き
な
教
会
も
し
く
は
大

聖
堂
が
あ
る
。Comiso

と
い

う
綺
麗
な
街
を
抜
け
た
。
そ
う

い
え
ば
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
の

魚
屋
の
主
人
が
イ
タ
リ
ア
人

で
、
子
供
の
時
か
ら
一
緒
に
遊

ん
だ
友
人
が
ビ
リ
オ
ネ
ア
に
な

っ
て
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
買
い

取
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。
そ

の
人
物
の
名
は
ロ
ッ
コ
・
コ
ミ

ソ
と
い
う
。
彼
の
ご
先
祖
の
地

か
も
し
れ
な
い
。

　

あ
っ
け
な
くRagusa

到
着
。

い
や
ぁ
、
暑
い
。
車
を
適
当
に

停
め
て
大
聖
堂
を
見
学
。
こ
こ

も
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
ア
ラ
ブ
の

遺
構
に
聖
堂
を
建
て
た
よ
う

で
、
世
界
遺
産
に
列
せ
ら
れ
て

い
る
。
が
、街
は
暑
い
せ
い
か
、

ひ
っ
そ
り
し
て
そ
れ
以
外
に
観

る
も
の
が
な
い
。
仕
方
な
く
カ

フ
ェ
に
入
っ
て
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

む
。
そ
れ
で
も
時
間
が
潰
し
き

れ
な
い
の
で
、
先
に
フ
ェ
リ
ー

埠
頭
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
や

は
り
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
偉
大
な
発
明
品

だ
。
瞬
く
間
に
フ
ェ
リ
ー
乗
り

場
に
つ
い
た
。
な
ん
と
ビ
ー
チ

の
隣
な
の
で
、
搭
乗
口
を
確
認

し
た
後
に
、
あ
ま
り
に
も
暑
い

の
で
水
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

が
、
海
水
が
温
ま
っ
て
も
は
や

温
水
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ワ
ー
の

水
が
一
番
良
か
っ
た
。

　

マ
ル
タ
は
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王

の
時
代
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民

地
と
な
っ
た
国
で
、
今
は
独
立

し
て
い
る
も
の
の
イ
ギ
リ
ス
色

を
多
く
残
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
で
最

も
小
さ
い
独
立
国
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
公
用
語
は
英
語
で
あ

る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

国
家
元
首
は
一
般
市
民
か
ら
選

ば
れ
る
ら
し
い
。
２
年
前
に
崩

御
さ
れ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が

ま
だ
新
婚
だ
っ
た
頃
、Navy

の
オ
フ
ィ
サ
ー
を
し
て
い
た
ご

主
人Duke of Edingburgh

の
赴
任
先
が
マ
ル
タ
で
あ
っ

た
。
今
の
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
は

ま
だ
幼
少
で
あ
っ
た
が
、
彼
を

乳
母
に
預
け
て
自
分
は
新
婚
生

活
を
マ
ル
タ
で
楽
し
ん
だ
と
読

ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
チ
ャ
ー
ル

ズ
の
特
有
の
女
性
関
係
は
教
育

を
乳
母
に
託
さ
れ
た
そ
の
体
験

に
基
づ
く
と
分
析
す
る
記
事
を

読
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
英
国
国

王
の
女
性
関
係
と
世
界
を
変
え

た
国
な
の
だ
（
笑
）。

　

昨
年
ギ
リ
シ
ャ
の
島
巡
り
で

フ
ェ
リ
ー
に
は
沢
山
乗
っ
た
。

が
、
そ
れ
で
も
未
だ
に
緊
張
す

る
。
今
回
は
国
際
航
路
な
の
で

パ
ス
ポ
ー
ト
も
見
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
随
分
と
早
い
が
、

フ
ェ
リ
ー
の
搭
乗
口
に
ほ
ぼ
一

番
で
車
を
つ
け
た
。
そ
し
て
案

の
定
、
搭
乗
の
際
は
傍
に
寄
せ

ら
れ
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
再
三
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。
が
、
搭
乗
。

飲
み
物
も
ス
ナ
ッ
ク
も
完
備
し

た
２
時
間
の
快
適
な
航
行
で
あ

っ
た
。

　

優
美
な
地
中
海
が
暗
闇
の
中

に
消
え
る
頃
、
私
た
ち
は
マ
ル

タ
に
着
い
た
。
係
員
の
指
示
で

車
に
戻
り
、エ
ン
ジ
ン
を
か
け
、

緊
張
し
て
自
分
の
番
を
待
つ
。

マ
ル
タ
に
上
陸
。
す
る
と
ど
う

だ
、
こ
こ
は
右
側
通
行
で
は
な

い
か
！
こ
れ
に
は
驚
い
た
。
若

か
り
し
頃
、
日
本
で
左
ハ
ン
ド

ル
を
運
転
し
て
イ
キ
っ
て
い
た

自
分
を
思
い
出
そ
う
と
し
た
も

の
の
、
す
っ
か
り
ア
メ
リ
カ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
真
っ
直

ぐ
な
道
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
を
読
み
な
が
ら
、
し
か
も

暗
い
、
人
が
沢
山
歩
い
て
い
る

と
こ
ろ
を
細
君
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
指

示
を
復
唱
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

ホ
テ
ル
に
向
け
て
運
転
し
た
。

や
っ
た
、ホ
テ
ル
を
見
つ
け
た
。

　

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
に
は
イ

ン
ド
系
の
支
配
人
、
街
は
み
ん

な
イ
ギ
リ
ス
人
で
イ
ギ
リ
ス
英

語
を
話
す
。
ロ
ン
ド
ン
と
言
っ

て
も
良
い
だ
ろ
う
。
目
と
鼻
の

先
で
あ
る
予
約
し
た
駐
車
場
に

入
れ
る
の
が
す
こ
ぶ
る
大
変
で

あ
っ
た
が
、
細
君
の
手
助
け
で

な
ん
と
か
し
た
。
ホ
テ
ル
に
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
。
今
回
は
ア
パ
ー

ト
で
は
な
く
、
ホ
テ
ル
だ
。
そ

れ
で
良
か
っ
た
。

　

細
君
は
チ
ラ
シ
寿
司
を
食
べ

る
と
い
う
。
調
べ
て
み
る
と
ホ

テ
ル
の
横
に
寿
司
屋
が
あ
る
。

寿
司
屋
？
そ
う
、
こ
こ
は
シ
チ

リ
ア
で
は
な
い
の
だ
。
ロ
ン
ド

ン
な
の
だ
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

食
べ
物
屋
が
ひ
し
め
い
て
い

た
。

　

ご
褒
美
に
、
自
分
も
寿
司
と

焼
き
そ
ば
。
地
中
海
を
奥
へ
奥

へ
と
船
で
や
っ
て
き
た
先
に
イ

ギ
リ
ス
（
と
寿
司
屋
）
が
あ
っ

た
。
こ
い
つ
は
面
白
い
。
明
日

か
ら
が
楽
し
み
だ
。　
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com
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今
年
の
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｆ
Ｆ
で
は

１
０
０
本
の
映
画
が
上
映
さ
れ

る
。
日
本
か
ら
は
呉
美
保
監
督

の
新
作
「
ふ
つ
う
の
子
ど
も
」

が
選
ば
れ
、
20
日
、
ウ
ォ
ル
タ

ー
・
リ
ー
ド
劇
場
で
上
映
さ
れ

た
。
主
人
公
は
唯
士
、
10
才
、

小
学
４
年
生
。
環
境
問
題
に
関

心
が
あ
り
、
大
人
に
も
声
を
挙

げ
る
心
愛(

こ
こ
あ)

が
好
き

だ
。
し
か
し
心
愛
は
陽
斗
に
惹

か
れ
て
い
る
様
子
。
そ
ん
な
３

人
が
始
め
た
環
境
活
動
は
、
思

わ
ぬ
方
向
に
転
が
り
出
す
、
と

い
う
あ
ら
す
じ
だ
。
唯
士
の
母

親
に
は
蒼
井
優
、
唯
士
の
担
任

教
師
を
風
間
俊
介
、
心
愛
の
母

親
は
瀧
内
公
美
が
演
じ
る
。

　

呉
監
督
は
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応
じ
、「
英
語
タ
イ
ト

ル
のHow dare you

が
出
発

点
で
し
た
」
と
語
る
。
こ
れ
は

グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん

が
国
連
で
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
の

一
節
だ
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が

グ
レ
タ
さ
ん
の
よ
う
な
子
ど
も

を
日
本
を
舞
台
に
撮
り
た
い
と

思
っ
た
と
い
う
。
監
督
は
子
育

て
中
、
映
画
館
で
映
画
を
観
る

の
は
、
子
ど
も
の
映
画
だ
け
だ

っ
た
の
で
、
大
人
も
子
ど
も
一

緒
に
鑑
賞
で
き
る
映
画
を
作
り

た
か
っ
た
の
も
理
由
の
ひ
と
つ

だ
と
い
う
。

　

ロ
ケ
地
で
あ
り
が
ち
な
廃
校

の
小
学
校
で
は
な
く
、
神
奈
川

県
藤
沢
市
に
あ
る
湘
南
学
園
小

学
校
の
協
力
を
得
て
、
夏
休
み

に
撮
影
。
実
際
に
通
う
小
学
生

や
父
兄
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て

参
加
。
子
供
が
主
役
だ
と
悲
し

い
物
語
に
な
る
傾
向
だ
が
、
そ

う
は
し
た
く
な
か
っ
た
。

　

10
年
前
、「
き
み
は
い
い
子
」

が
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
で
上
映

さ
れ
た
際
に
は
、
夫
と
当
時
1

歳
だ
っ
た
息
子
と
と
も
に
Ｎ
Ｙ

を
訪
れ
た
と
い
う
。
息
子
は
ち

ょ
う
ど
唯
士
と
同
じ
10
歳
。
自

分
の
予
定
を
優
先
し
、
Ｎ
Ｙ
行

き
を
望
ま
な
か
っ
た
と
い
い
、

監
督
は
そ
の
成
長
を
喜
び
つ
つ

も
、
少
し
寂
し
さ
も
感
じ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。

　

出
産
・
子
育
て
で
監
督
業
か

ら
離
れ
て
い
た
が
、
９
年
ぶ
り

に
復
帰
し
、
昨
年
公
開
の
吉
沢

亮
主
演
の
「
ぼ
く
が
生
き
て

る
、
ふ
た
つ
の
世
界
」、
そ
し

て
本
作
と
撮
っ
た
の
で
、
し
ば

ら
く
休
み
た
い
と
は
思
っ
て
い

る
が
、
脚
本
家
の
高
田
亮
さ
ん

と
ま
た
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
子
ど

も
も
大
人
も
楽
し
め
る
は
ち
ゃ

め
ち
ゃ
大
衆
映
画
を
作
り
た
い

と
語
っ
た
。

　

チ
ェ
コ
や
中
国
の
映
画
祭
で

も
上
映
さ
れ
、
日
本
公
開
は
９

月
５
日
。
10
月
に
は
台
湾
で
公

開
予
定
。（
菊
楽
め
ぐ
み
、
写

真
も
）

呉美保監督の新作
「ふつうの子ども」語る

日
本
の
小
学
生
は
世
界
で
注
目

グ
レ
タ
さ
ん
が
日
本
人
だ
っ
た
ら

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ジ
ア
ン

映
画
祭
（
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｆ
Ｆ
）
で

は
、
浅
野
氏
が
伝
説
の
写
真

家
・
深
瀬
昌
久
を
演
じ
た
、
マ

ー
ク
・
ギ
ル
監
督
の
「Ravens 

レ
イ
ブ
ン
ズ
」
が
上
映
さ
れ

た
。
被
写
体
で
も
あ
っ
た
妻
・

洋
子
と
の
50
年
に
わ
た
る
愛
憎

の
関
係
を
、
実
話
と
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
交
え
て
描
い
て
い

る
。
上
映
前
に
は
、RAVENS: 

IN CONVERSATION W
ITH 

TADANOBU ASANO AND 
MARK GILL

が
開
催
さ
れ
、

マ
ー
ク
・
ギ
ル
監
督
、
浅
野
氏
、

撮
影
監
督
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

ル
イ
ス
が
登
場
し
、
ネ
タ
バ
レ

し
な
い
よ
う
に
撮
影
秘
話
を
語

り
、
し
か
も
観
客
か
ら
の
直
接

の
質
問
に
答
え
た
。
ま
た
本
編

上
映
後
、
監
督
と
浅
野
氏
が
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
と
、
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
た
。
観
客
の

興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
な
か
、
Ｑ
＆

Ａ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
2

人
は
観
客
か
ら
の
質
問
に
も
丁

寧
に
答
え
た
。

　

ギ
ル
監
督
と
浅
野
氏
の
両
氏

は
上
映
前
に
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応
じ
た
。
浅
野
忠
信
氏

を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
理
由

を
問
う
と
、
監
督
は
一
作
の
映

画
の
名
を
挙
げ
た
。

　
「
三
池
崇
史
監
督
の
「
殺
し

屋
1
」（
01
年
）
で
、
浅
野
さ

ん
演
じ
る
垣
原
雅
雄
に
出
会
っ

た
瞬
間
、
恋
に
落
ち
ま
し
た
。

言
葉
を
話
さ
な
く
て
も
内
面
か

ら
発
す
る
表
情
や
姿
に
で
す
。

そ
れ
は
私
だ
け
で
な
く
皆
さ
ん

も
同
じ
は
ず
。
ず
っ
と
キ
ャ
リ

ア
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
て
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上

が
っ
た
時
、
浅
野
さ
ん
し
か
浮

か
ば
な
か
っ
た
」。

　

俳
優
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方

で
、
個
展
を
開
い
た
り
画
集
を

出
版
し
た
り
と
、
絵
描
き
と
し

て
の
顔
も
持
つ
浅
野
忠
信
氏
。

過
去
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
撮

影
の
待
ち
時
間
で
描
い
て
い
る

と
語
っ
て
い
た
が
、「『
レ
イ
ブ

ン
ズ
』
の
撮
影
中
は
何
を
描
い

た
の
か
」
と
聞
く
と
「
鴉
を
描

い
た
覚
え
が
あ
る
が
、
描
い
た

絵
は
イ
ン
ス
タ
に
ア
ッ
プ
し
て

い
る
の
で
見
て
く
だ
さ
い
」。

　

ギ
ル
監
督
は
15
年
イ
ギ
リ
ス

の
新
聞
記
事
で
深
瀬
昌
久
を
知

り
「
鴉
」
に
衝
撃
を
受
け
、
脚

本
を
書
き
、
9
年
か
け
て
映
画

化
。
同
世
代
の
荒
木
経
惟
や
森

山
大
道
は
有
名
だ
が
、
日
本
で

は
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
い
写
真

家
だ
っ
た
。

　

深
瀬(

昭
和
9
年
生
ま
れ)

は
、
１
９
７
４
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
代
美
術
館（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）

で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
の
写
真

家
を
世
界
に
初
め
て
紹
介
し

た
写
真
展
『New Japanese 

Photography

』
に
、
土
門
拳

や
東
松
照
明
、
奈
良
原
一
高
、

森
山
大
道
と
共
に
参
加
し
た
。

身
近
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
妻
・

洋
子
の
写
真
を
展
示
し
た
こ
と

で
話
題
を
呼
ん
だ
。
た
び
た
び

酒
に
溺
れ
、
１
９
９
２
年
転
落

事
故
で
脳
障
害
を
負
い
20
年
の

闘
病
の
末
、
２
０
１
２
年
亡
く

な
っ
た
。
代
表
作
「
鴉
」
は
世

界
的
評
価
を
受
け
、
セ
ル
フ
ィ

ー
の
先
駆
者
と
も
称
さ
れ
る
。

　

本
作
で
は
妻
の
洋
子
を
瀧
内

公
美
が
演
じ
た
。
今
年
3
月
日

本
全
国
劇
場
公
開
さ
れ
た
。
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
列
が
で
き
る

ほ
ど
大
人
気
だ
っ
た
。（
菊
楽

め
ぐ
み
、
写
真
・ ©Jeremy Li

）

NYアジアン映画祭（NYAFF）で語る

伝
説
の
写
真
家
演
じ
た
浅
野

「
待
ち
時
間
は
絵
を
描
い
た
」

© 2025 HDY production committee
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今
年
も
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
）
で
日
本
映
画

祭
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
ツ
が
開
催
さ

れ
た
。
16
日
、
映
画
界
に
貢
献

し
た
監
督
や
俳
優
に
贈
ら
れ

る
、
今
年
のCut Above

賞

は
黒
沢
清
監
督
（
70
）
に
授
与

さ
れ
た
。
注
目
作
を
取
り
上
げ

る
「
セ
ン
タ
ー
ピ
ー
ス
」
は
監

督
と
脚
本
の
両
方
を
務
め
た

「Cloud 

ク
ラ
ウ
ド
」(

菅
田
将

暉
主
演)

が
選
出
さ
れ
、
同
映

画
祭
で
上
映
さ
れ
た
。
米
国
の

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
今
年
の
国
際

映
画
部
門
に
日
本
代
表
と
し
て

も
選
ば
れ
て
い
る
。
98
年
公
開

の
「
ニ
ン
ゲ
ン
合
格
」(

西
島

秀
俊
主
演)

と
自
作
を
リ
メ
イ

ク
し
た
昨
年
公
開
の「
蛇
の
道
」

(

柴
崎
コ
ウ
主
演)

と
同
タ
イ

ト
ル
の
98
年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｖ

シ
ネ
マ(

哀
川
翔
主
演)

の
４

Ｋ
修
復
版
も
同
映
画
祭
で
上
映

さ
れ
た
。

　

黒
沢
監
督
は
自
身
の
３
作
品

の
上
映
後
登
壇
す
る
予
定
だ
っ

た
。
16
日
の
同
賞
授
与
発
表

後
、
ビ
デ
オ
挨
拶
が
銀
幕
に
映

さ
れ
、
監
督
の
妻
の
調
子
が
悪

く
Ｎ
Ｙ
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
と

理
由
を
伝
え
た
。「
こ
れ
ま
で

約
40
本
の
映
画
を
作
っ
て
き

て
、
30
歳
か
ら
撮
り
始
め
て
今

年
で
70
歳
に
な
る
の
で
、
年
に

１
本
の
割
合
の
ペ
ー
ス
で
映
画

を
作
れ
た
こ
と
は
幸
運
で
、
そ

れ
を
評
価
し
て
く
れ
た
の
だ
と

思
う
。
ど
の
映
画
も
僕
に
と
っ

て
は
大
切
な
も
の
で
、
そ
の
１

本
１
本
、
全
て
に
対
し
て
こ
の

賞
を
い
た
だ
け
た
の
だ
と
思

う
」と
受
賞
の
言
葉
を
述
べ
た
。

同
映
画
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
シ

ョ
ン
映
画
で
は
あ
る
が
悪
と
善

が
対
立
す
る
内
容
で
は
な
く
、

ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
良
く
も

悪
く
も
な
い
男
を
主
人
公
に
し

た
。
現
代
の
日
本
の
現
状
で
あ

る
と
語
っ
た
。「Cloud 

ク
ラ

ウ
ド
」
はJanus Films

が
米

国
の
配
給
で
、
Ｎ
Ｙ
で
は
グ
リ

ニ
ッ
チ
ビ
レ
ッ
ジ
の
映
画
館
Ｉ

Ｆ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
18
日
か
ら
一

般
公
開
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
菊
楽
め
ぐ
み
）

黒
沢
清

１
９
５
５
年
7
月
19
日
生
ま

れ
、兵
庫
県
出
身
。
映
画
監
督
。

立
教
大
学
在
学
中
に
８
ミ
リ
映

画
を
撮
り
始
め
、
１
９
８
３
年

に
商
業
映
画
デ
ビ
ュ
ー
。
97
年

の
「
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
／
キ
ュ
ア
」
で

世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
。
08

年
の
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ソ
ナ
タ
」

で
第
61
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

あ
る
視
点
部
門
の
審
査
員
賞
、

15
年
の
「
岸
辺
の
旅
」
で
第
68

回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
あ
る
視

点
部
門
の
監
督
賞
を
受
賞
。「
ス

パ
イ
の
妻
」
で
は
第
77
回
ベ
ネ

チ
ア
国
際
映
画
祭
の
銀
獅
子
賞

に
輝
い
た
。
24
年
、
フ
ラ
ン
ス

の
芸
術
文
化
勲
章
オ
フ
ィ
シ
エ

を
受
章
し
た
。
同
年
に
新
作
３

品「
蛇
の
道
」「Chime

」「Cloud 

ク
ラ
ウ
ド
」
が
公
開
さ
れ
た
。

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
ツ
で
受
賞

黒
沢
清
監
督
ビ
デ
オ
挨
拶

　

今
年
の
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｆ
Ｆ
で
は
、

初
の
試
み
と
し
て
「
ミ
ッ
ド

キ
ャ
リ
ア
回
顧
特
集
（Mid-

Career Retrospective

）」
が

組
ま
れ
、
そ
の
第
1
弾
と
し
て

日
本
の
鬼
才
・
豊
田
利
晃
監
督

（
56
）
が
選
ば
れ
た
。

　

特
集
で
は
、
代
表
作
で
あ
る

「
青
い
春
」（
02
年
）、
小
泉
今

日
子
主
演
で
話
題
を
呼
び
、
今

年
公
開
20
周
年
を
迎
え
た
「
空

中
庭
園
」（
05
年
）
が
、
現
在

で
は
貴
重
な
35
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

で
上
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
短
編

映
画
「
狼
煙
が
呼
ぶ
」（
19
年
）、

「
破
壊
の
日
」（
20
年
）、
浅
野

忠
信
も
出
演
す
る「
全
員
切
腹
」

（
21
年
）
と
い
っ
た
３
作
品
も

あ
わ
せ
て
特
集
上
映
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
豊
田
監
督

の
最
新
作
「
次
元
を
超

え

る
（Transcending 

Dimensions

）」
＝
写
真
＝
も

北
米
初
上
映
さ
れ
た
。本
作
は
、

千
日
回
峰
行
者
を
演
じ
る
窪
塚

洋
介
と
、
街
の
精
神
的
な
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
存
在
で
あ
る
狼
と

呼
ば
れ
る
謎
の
男
を
松
田
龍
平

が
演
じ
る
Ｗ
主
演
作
品
。
共
演

に
は
千
原
ジ
ュ
ニ
ア
、芋
生
遥
、

東
出
昌
大
、
渋
川
清
彦
と
、
豊

田
作
品
で
は
お
馴
染
み
の
俳
優

陣
が
名
を
連
ね
る
。

　

上
映
は
19
日
、リ
ン
カ
ー
ン
・

セ
ン
タ
ー
内
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

リ
ー
ド
劇
場
に
て
行
わ
れ
、
上

映
後
、豊
田
監
督
本
人
が
登
壇
。

Ｑ
＆
Ａ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
千

原
ジ
ュ
ニ
ア
が
演
じ
た
阿
闍
梨

様
役
を
当
初
、
北
野
武
に
オ
フ

ァ
ー
し
た
が
断
ら
れ
た
と
い
う

裏
話
も
披
露
し
、
会
場
を
沸
か

せ
た
。

　

上
映
前
に
は
、
豊
田
監
督
が

本
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
、
今
回
の
特
集
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
こ
う
い
う
形
で
選
ば
れ
た

の
は
嬉
し
い
で
す
が
、
自
分
以

外
の
監
督
の
作
品
で
も
、
映
画

祭
で
一
挙
に
観
ら
れ
る
の
は
非

常
に
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
映
画
祭
で
は
通
常
、
新
作

ば
か
り
が
上
映
さ
れ
ま
す
が
、

過
去
の
作
品
を
ま
と
め
て
観
て

も
ら
え
る
と
、
そ
の
監
督
が
ど

ん
な
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を

持
っ
て
い
る
の
か
が
見
え
て
く

る
。
僕
は
20
代
で
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
も
作

品
は
ぶ
れ
て
い
な
い
。
常
に
同

じ
こ
と
を
描
い
て
い
る
の
で
は

な
く
、
同
じ
世
界
観
を
貫
い
て

映
画
を
作
っ
て
い
ま
す
」

　

唯
一
無
二
の
才
能
を
放
つ
豊

田
利
晃
の
作
品
世
界
を
一
望
で

き
る
貴
重
な
回
顧
特
集
は
、
彼

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
そ
の

変
わ
ら
ぬ
創
作
姿
勢
を
再
確
認

で
き
、
コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
た
。
最
新
作
「
次
元
を
超
え

る
」
は
10
月
に
日
本
で
劇
場
公

開
予
定
。

　
　
（
菊
楽
め
ぐ
み
、
写
真
も
）

「
20
代
か
ら
作
品
ぶ
れ
て
な
い
」

NYAFF 初の試み
キャリア回顧特集で

豊田利晃監督
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